
　請願・陳情などは、基本的にいつでも提出できますが、年４
回（３・６・９・１２月）開催される定例会で審議されますので、
提出時期等詳細については事前に議会事務局へお問い合わ
せください。

請願・陳情等の提出について
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予算・競輪事業対策
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本会議

常任委員会

傍聴できる会議 議会運営委員会

議員全員協議会

特別委員会なお、本会議、予算特別委員会の模様は、
ケーブルテレビのふくチャンネル１２１ch
で生中継及び録画放送されます。

※議場は席によって温度差があるため、傍聴の際には温度調整ができるような服装で
　お越しいただくことをおすすめします。
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平
成
28
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度
福
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　１２月定例会が終わり師
走、正月と慌ただしさが疾

風のごとくの感でありました。
　今回の一般質問では、中心市街地等の活性化、観光
振興、子どもの貧困対策、除雪対策、教員の多忙化解
消など２２人の議員が多面的な視点で臨みました。議
員一人ひとりがこのまちを良くしたいとの思いで、市
民の皆さまのお声をしっかり受け止めながら、これか
らも取り組みを進めてまいります。皆さまの叱咤激励
をよろしくお願いいたします。

（玉村、村田）

　去る11月29日、12月定例会本会議前に、フルート・オ
カリナ奏者の浅川由美さんと、電子ピアノ奏者の竹沢友
里さんをお招きし、心和む、希望が湧いてくる楽曲を演
奏していただきました。

《演奏者の紹介》
　浅川 由美　氏
　福井ライフアカデ
ミーなどで、オカリ
ナ演奏も取り入れた
“心や体にもたらす
音楽の力”について
の講演活動を行い、
国内外で幅広く活躍。

　竹沢 友里　氏
　アンサンブルピアニストとして合唱団、弦楽器、声楽
との共演を重ねておられ、クラシックに留まらず、ジャ
ズ、ポピュラーまで多岐にわたって活躍。
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主な内容

議場コンサートの様子（平成28年11月29日）

議会事務局 庶務課☎０７７６-２０-５５０６お問い合わせ

12月

定
例
会
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編集／発行
福井市議会だより編集委員会
福井市大手３丁目10番１号
TEL.0776-20-5506

議会報告会を開催します

平成28年に開催した議会報告会の様子

宝永公民館
和田公民館
一光公民館
棗公民館
清水東公民館
森田公民館
社北公民館
宮ノ下公民館
清水南公民館
東郷公民館
春山公民館
六条公民館

４ 月 　５ 日（水）１９：００～
４ 月 　５ 日（水）１９：００～
４ 月 　６ 日（木）１９：００～
４ 月 　６ 日（木）１９：００～
４ 月 　７ 日（金）１９：００～
４ 月 　７ 日（金）１９：００～
４ 月 １１ 日（火）１９：００～
４ 月 １１ 日（火）１９：００～
４ 月 １２ 日（水）１９：００～
４ 月 １２ 日（水）１９：００～
４ 月 １３ 日（木）１９：００～
４ 月 １３ 日（木）１９：００～

平成29年度当初予算や、その他上程された議案に対する審議の経過などについて報告します。
市政全般について、皆さんのご意見をぜひお聞かせください。たくさんの方のご参加をお待ちしております。

と　　　　　　き ところ

※事前の申込は必要ありません。

議場コンサートの開催
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ふくいふくい

平成２８年１０月に県外の先進地を視察しましたので、その内容について報告します。

建設委員会 総務委員会

視察日程：平成28年10月11日㈫～12日㈬
視 察 先：埼玉県越谷市
　　　　　　「中核市移行について」
　　　　　神奈川県相模原市
　　　　　　「公契約条例について」

視察日程：平成28年１０月１２日㈬～１３日㈭
視 察 先：宮城県気仙沼市
　　　　　　「土地区画整理事業（震災復旧・
　　　　　　復興事業）について」

経済企業委員会 教育民生委員会

視察日程：平成28年10月13日㈭～14日㈮
視 察 先：福島県伊達市
　　　　　　「健幸ポイントプロジェクトについて」
　　　　　福島県郡山市
　　　　　　「こども総合支援センター（ニコ
　　　　　　ニコこども館）について」

視察日程：平成28年１０月１２日㈬～１３日㈭
視 察 先：長野県上田市
　　　　　　「観光施策について」
　　　　　長野県長野市
　　　　　　「ジビエ資源の活用について」

　越谷市は平成27年４月に埼玉県では川越市に次いで２
番目に中核市に移行しています。福井市も平成31年４月に
中核市に移行することを目指しており、そのためには保健所
を設置することが条件となりますが、専門職員の確保が大き
な課題となります。越谷市では埼玉県と協議して、19人の専
門職員が県から配置され、職員全体では85人、保健所関
係では56人が増員されました。
　埼玉県から越谷市に移譲された事務の数は、法定移譲
分1,687、県単独事業分337、合わせて2,024にものぼります。
県単独事業については「住民サービスの向上が図れる事
務」など３つの基本的な考え方をあげ、これらに合致する事
務であれば受け入れています。また、条例等の整備につい
ては、新たに制定した条例が保健所条例など39件、改正し
た条例が廃棄物の処理及び再利用に関する条例など11
件ということでした。
　越谷市を参考にしながら、今後も調査研究を続けていき
たいと思います。
　相模原市は平成24年４月に野田市、川崎市に続いて、
全国で３番目に公契約条例を制定しています。公契約条例
は市が発注する工事や業務委託において従事する労働
者の賃金の下限額を保障するもので、労働者の労働意欲
を高めて市の事務・事業の質を向上させ、最終的には市民
が安心して心豊かに暮らせる市民生活の実現を目指すも
のです。
　公契約条例を導入するには事業者の理解や協力も必
要なため、相模原市は商工会議所・建設業協会などの使
用者団体や、労働組合協議会などの労働者団体に対して
丁寧な説明を重ね、理解と協力が得られたとのことでした。
　東日本大震災後は、復旧工事による労働者不足で人件
費は高騰していると言われていますが、労働者賃金の推移
や公契約条例を導入している先進市の状況については注
視していきたいと思います。

　気仙沼市はさきの東日本大震災で甚大な被害を受
け、今もなお行方不明者の捜索が行われるなど、復
興の途上にあります。そのような中で、復興を促進
するために行っている事業が土地区画整理事業です。
　この土地区画整理事業とは、一定の区域内の土地
所有者から少しずつ土地を提供してもらい、その土
地を利用して道路・公園などを整備し、健全な市街
地にすることを目的とするものです。
　気仙沼市は中心市街地に津波が到達し、多くの
住宅や事業所が被害を受けました。そのため、住
居や産業施設を誘導する区域を設定した土地区画
整理事業を行っています。住民の安全・安心を確
保するため、人が住むところは1,000年に１度の津
波に耐えられるよう現在の地盤から３メートル以
上の盛土を行っていました。さらに、災害公営住
宅を複数建設するなど、被災した住民が戻ってき
やすい環境を整備しています。
　一方で、復興用の宅地は完成しているにもかかわ
らず、道路や下水道などのインフラが未整備のため
提供が遅れているといった課題も見受けられます。
気仙沼市の担当者の方も、短期間で大量の工事を行
わなければならないため、さまざまな調整に苦労し
ていると説明を受けました。
　平成28年には熊本県や鳥取県で大きな地震が発生
しており、福井市でもいつ起きるかは分かりません。
まずは地震による被害を抑えることが重要ですが、
震災からの復興についても十分に研究していく必要
があると感じました。

　伊達市では少子高齢化対策として、平成26年度か
ら３年間の予定で国の実証実験として、ほか５市と
大学・民間企業との連携により健幸ポイントプロジ
ェクトを開始しました。平成27年度までに1,500人が
参加し、歩数のデータを定期的に登録し、市の健康
教室などに参加するとポイントが貯まるシステムで、
ポイントは地域商品券、社会貢献（寄付）のほか、
コンビニエンスストアなどで使えるポイントに交換
できます。
　事業の成果としては、運動に無関心または運動が
不十分な層を参加者に取り込めたこと。日常的に車
やバイクを利用していた参加者の約６割が歩くよう
に心がけるようになり、参加者の歩数が１日平均
1,000歩以上増加したこと。また、健康診査未受診者
の約７割が次回は受診する意向を示したことなどが
挙げられます。
　郡山市では、保健、福祉や教育の各種手続きや相
談などができる子育て支援の拠点施設、こども総合
支援センター「ニコニコこども館」を視察し、同じ
建物内で子育てに関する手続きがワンストップでで
き、保育スタッフが子
どもを預かってくれた
り、建物内に大型遊具
があったりと、利用者
に満足していただける
設備やサービスがあり、
本市でも良いところを
取り入れていきたいと
考えています。

　上田市は、雄大な自然や歴史的遺産といった観光
資源を有しており、毎年400万人を超える観光客が訪
れています。こうした中、真田街道沿線自治体や北
陸新幹線沿線自治体との連携などを通じ、他の自治
体や関連団体と協力して広域的な誘客を図っていま
す。また、映画のロケ地としても万全のバックアッ
プ体制をとっており、多くの撮影実績があります。
このような環境のもと「真田丸」の放送を受け、上
田市民と一体となって観光資源のさらなる磨き上げ
に取り組んでいます。駐車場不足という課題もあり
ますが、中心市街地の駐車場をＰＲすることでまち
なかの活性化につなげるなど、本市でも参考にでき
ることは多いと感じました。
　長野市では、シカやイノシシ等による農作物被害
を防止するため、平成28年４月に「いのしか対策
課」を設置し、野生鳥獣対策事業を行っており、そ
の一環としてジビエ振興にも力を入れています。ジ
ビエ加工については食肉処理加工施設の整備が行わ
れ、市も補助金で支援しました。しかし、施設の処
理能力に限界があり、捕獲した鳥獣は埋設されるも
のがほとんどであるため、移動式処理解体車の実証
実験を行っており、結果を踏まえて導入を検討する
ということでした。猟友会会員の高齢化と人員確
保、技術の継承、市民への啓発等、課題は多いとい
うことでしたが、ジビエ資源の活用によって新たな
地域資源の創出や中山間地域の活性化などの効果が
期待できるため、今後も先進地の事例として調査研
究していきたいと思います。

常任委員会 県外視察報告
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平成２８年１０月に県外の先進地を視察しましたので、その内容について報告します。

建設委員会 総務委員会

視察日程：平成28年10月11日㈫～12日㈬
視 察 先：埼玉県越谷市
　　　　　　「中核市移行について」
　　　　　神奈川県相模原市
　　　　　　「公契約条例について」

視察日程：平成28年１０月１２日㈬～１３日㈭
視 察 先：宮城県気仙沼市
　　　　　　「土地区画整理事業（震災復旧・
　　　　　　復興事業）について」

経済企業委員会 教育民生委員会

視察日程：平成28年10月13日㈭～14日㈮
視 察 先：福島県伊達市
　　　　　　「健幸ポイントプロジェクトについて」
　　　　　福島県郡山市
　　　　　　「こども総合支援センター（ニコ
　　　　　　ニコこども館）について」

視察日程：平成28年１０月１２日㈬～１３日㈭
視 察 先：長野県上田市
　　　　　　「観光施策について」
　　　　　長野県長野市
　　　　　　「ジビエ資源の活用について」

　越谷市は平成27年４月に埼玉県では川越市に次いで２
番目に中核市に移行しています。福井市も平成31年４月に
中核市に移行することを目指しており、そのためには保健所
を設置することが条件となりますが、専門職員の確保が大き
な課題となります。越谷市では埼玉県と協議して、19人の専
門職員が県から配置され、職員全体では85人、保健所関
係では56人が増員されました。
　埼玉県から越谷市に移譲された事務の数は、法定移譲
分1,687、県単独事業分337、合わせて2,024にものぼります。
県単独事業については「住民サービスの向上が図れる事
務」など３つの基本的な考え方をあげ、これらに合致する事
務であれば受け入れています。また、条例等の整備につい
ては、新たに制定した条例が保健所条例など39件、改正し
た条例が廃棄物の処理及び再利用に関する条例など11
件ということでした。
　越谷市を参考にしながら、今後も調査研究を続けていき
たいと思います。
　相模原市は平成24年４月に野田市、川崎市に続いて、
全国で３番目に公契約条例を制定しています。公契約条例
は市が発注する工事や業務委託において従事する労働
者の賃金の下限額を保障するもので、労働者の労働意欲
を高めて市の事務・事業の質を向上させ、最終的には市民
が安心して心豊かに暮らせる市民生活の実現を目指すも
のです。
　公契約条例を導入するには事業者の理解や協力も必
要なため、相模原市は商工会議所・建設業協会などの使
用者団体や、労働組合協議会などの労働者団体に対して
丁寧な説明を重ね、理解と協力が得られたとのことでした。
　東日本大震災後は、復旧工事による労働者不足で人件
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常任委員会 県外視察報告
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広島県
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愛知県
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三重県
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北海道
新潟県
栃木県
静岡県
三重県
奈良県

読谷村
八尾市

永平寺町
木城町
三田市
川越市
出雲市
岩国市
富山市

あわら市
倉吉市
長野市
倉敷市
富岡市
海田町
岡谷市
岡崎市
坂井市
長崎市

東近江市
伊丹市

安芸高田市
三木市

四日市市
江東区

おいらせ町
多賀城市
日田市

苫小牧市
尼崎市
太田市

糸魚川市
奈義町
都城市
市川市
嘉麻市
鳴門市
鹿嶋市
大田区
北見市
上越市
小山市
沼津市
松阪市

大和高田市

自治体における正規、非正規の職員の実情について
学力・体力の向上について（学校視察）
公民館について・公民館職員との意見交換
学力向上等・先進的教育施策の推進について
空き家対策事業について
中学校区教育・体力向上について
企業誘致について
市場の活用、活性化・地域ブランド（ふくい一押しの逸品）について
福井鉄道・えちぜん鉄道相互乗り入れについて
福井駅周辺の再開発について
学力向上について
福井駅・城址周辺地区まちづくりガイドラインについて
行財政改革について（人員削減や機構改革等の業務改善）
まちづくり福井㈱について
庁舎長寿命化について
福井駅西口再開発ビルについて（現地視察）
おもてなし市民運動・観光ビジョンについて
学校給食の食材発注システムについて
福井駅の周辺整備について
少子化対策について
子育て支援について
福井市の防災計画について（山間地域・集落での防災の取り組み）
観光おもてなし市民運動について
複合施設としての桜木図書館について
観光おもてなし市民運動について
学力向上の取り組みについて
学力・体力向上について
学力・体力向上について
福井市教育振興基本計画について
孫育て応援事業について
自主防災組織、ふくい減災プロジェクトについて
学力向上について
学力向上について（学校視察）
学力向上の取り組みについて
体力向上・学力向上の取り組みについて
観光おもてなし市民運動について
公立幼保連携型認定こども園の開設について
観光おもてなし市民運動について
観光振興の取り組みについて
災害に備えた応急給水設備（水道記念館視察）
中核市について
体力向上・学力向上の取り組みについて
中核市について
学力向上について
体力向上・学力向上の取り組みについて（学校視察）

番号 年 月 日 都　市　名 調　　 査　　 項　　 目

学校教育について

　学力・体力向上
　学校給食
観光・まちづくりについて

　観光おもてなし市民運動
　複合施設としての桜木図書館
福井駅西口再開発について

子育て支援について

防災・空き家対策について

　防災
　空き家対策
中核市について

その他

　福井鉄道・えちぜん鉄道相互乗り入れ
　庁舎長寿命化
　市場の活用、活性化・地域ブランド（ふくい一押しの逸品）
　ほか
合計

　福井市議会では、本市で取り組んでいる各種事業等に関する行政視察の受け入
れを行っており、全国各地から多くの議員が視察に訪れています。
　そこで、今年度受け入れした行政視察の調査項目及び件数をお知らせします。
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中
央
卸
売
市
場
特
別
会
計
》

福
井
市
中
央
卸
売
市
場
協
会

に
約
２
，３
０
０
万
円
を
負
担

金
と
し
て
支
払
っ
て
い
る
が
、
こ
の

団
体
は
ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
市
場
に
関
連
す
る
全
て
の
業

　
　
　
者
が
費
用
を
拠
出
し
て
こ
の

協
会
を
つ
く
っ
て
お
り
、
主
な
事
業

は
市
場
で
の
取
引
か
ら
生
じ
る
ご
み

の
回
収
処
理
な
ど
を
行
う
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
従
業
員
の
健
康
管
理
事

業
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

《
営
業
成
績
を
上
げ
る
方
策
》

　
　
　
収
益
を
上
げ
る
た
め
に
は
、

　
　
　
本
市
の
記
念
競
輪
に
、
Ｓ
級

Ｓ
班
の
人
気
選
手
に
い
か
に
多
く
出

場
し
て
も
ら
う
か
が
カ
ギ
に
な
る
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
記
念
競
輪
は
年
１
回
の
ビ
ッ

　
　
　
グ
レ
ー
ス
で
あ
る
た
め
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
人
気
選
手
に
出
場

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

Ｊ
Ｋ
Ａ
と
交
渉
し
て
、
出
場
す
る
Ｓ

級
Ｓ
班
の
選
手
を
当
初
予
定
さ
れ
て

い
た
２
人
か
ら
４
人
に
増
や
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
　
　
本
市
開
催
の
競
輪
の
車
券
購

　
　
　
入
意
欲
を
高
め
る
電
話
投
票

者
向
け
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

今
年
度
か
ら
新
た
に
車
券
購
入
者
へ

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
と
特
産
品
越

前
ガ
ニ
極
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
た

が
、
そ
の
効
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
今
年
度
の
電
話
投
票
に
よ
る

　
　
　
売
り
上
げ
を
昨
年
度
の
18
億

８
，０
０
０
万
円
か
ら
21
億
円
に
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。
今
年

度
は
速
報
値
で
、20
億
９
，３
０
０
万

円
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
目
標
に
は

少
し
届
か
な
か
っ
た
が
、
一
定
の
効

果
は
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
現
在
、
本
市
の
公
営
競
技
事

　
　
　
務
所
の
組
織
体
制
は
、
他
の

競
輪
施
行
者
へ
の
営
業
の
機
会
を
活

か
せ
る
だ
け
の
十
分
な
人
員
配
置
が

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
る
が
、
そ
の
点
を
今
後
強
化
し
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
競
輪
事
業
の
経
験
を
積
み
、

　
　
　
営
業
事
情
に
詳
し
い
人
を
配

置
す
る
こ
と
は
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
の
で
、
今
後
、
人
事
担
当
課
と
協

議
し
な
が
ら
、
組
織
体
制
づ
く
り
に

努
め
た
い
。

《
福
井
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
》

　
　
　
扶
養
手
当
の
改
正
の
内
容
は
、

　
　
　
子
に
対
す
る
手
当
額
を
段
階

的
に
引
き
上
げ
て
、
配
偶
者
や
父
母

等
に
対
す
る
手
当
額
を
段
階
的
に
引

き
下
げ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
年
度
ご

と
の
扶
養
手
当
の
総
額
は
ど
う
推
移

し
て
い
く
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
来
年
度
か
ら
の
改
正
に
向
け

　
　
　
た
試
算
で
は
、
本
市
職
員
は

配
偶
者
の
扶
養
手
当
の
支
給
率
は
低

く
、
子
供
の
扶
養
手
当
の
支
給
率
が

高
い
た
め
、
扶
養
手
当
の
総
額
は
若

干
で
あ
る
が
今
後
増
え
て
い
く
と
見

込
ん
で
い
る
。

《
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
東
安
居
団
地
Ｅ
棟
新
築
工
事
）》

　
　
　
市
営
住
宅
の
新
築
、
修
繕
な

　
　
　
ど
長
寿
命
化
も
含
め
た
計
画

が
あ
る
中
で
、
今
後
ま
ち
な
か
に
は

民
間
の
空
き
マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
え
て

い
く
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
借
り
上

げ
て
市
営
住
宅
と
す
る
こ
と
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
今
年
６
月
か
ら
福
井
市
住
宅

　
　
　
問
題
懇
話
会
を
開
催
し
て
お

り
、
そ
の
こ
と
も
含
め
て
そ
こ
で
検

討
し
、
福
井
市
の
住
宅
の
あ
り
方
を

示
し
て
い
き
た
い
。

《
福
井
市
ガ
ラ
ガ
ラ
山
越
前
水
仙
の

里
キ
ャ
ン
プ
場
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
》

　
　
　
指
定
管
理
者
の
選
定
基
準
の

　
　
　
中
に
地
域
連
携
が
あ
り
、
取

り
組
み
内
容
に
も
「
地
域
周
辺
施
設

と
連
携
し
た
旅
行
商
品
の
造
成
」
と

あ
る
が
、
地
域
周
辺
施
設
と
は
具
体

的
に
は
ど
の
施
設
と
連
携
し
て
い
く

の
か
。

　
　
　
越
前
水
仙
の
里
温
泉
波
の
華

　
　
　
や
、
越
前
水
仙
の
里
公
園
と

い
っ
た
公
共
施
設
な
ど
と
連
携
し
て

い
く
。

　
　
　
地
域
に
溶
け
込
ん
で
頼
り
に

　
　
　
さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

《
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
（
福

井
市
ふ
れ
愛
園 

児
童
養
護
施
設
）》

　
　
　
移
譲
の
応
募
件
数
は
何
件
あ

　
　
　
っ
た
の
か
。
ま
た
、
移
譲
先

で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
慶
長
会
の
職

員
配
置
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
公
募
に
対
し
て
３
件
の
応
募

　
　
　
が
あ
っ
た
。
社
会
福
祉
法
人

慶
長
会
の
人
員
配
置
計
画
は
、
心
理

療
法
職
員
と
し
て
臨
床
心
理
士
を
配

置
す
る
ほ
か
、栄
養
士
、食
育
指
導
員

等
の
職
員
を
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計

で
18
億
７
，９
９
２
万
８
，０
０
０
円

を
増
額
す
る
も
の
で
、
補
正
後
の
予

算
額
は
１
，１
４
６
億
８
，８
４
５
万

６
，０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、補
正
後
の
全
会
計
の
予
算
額

は
、２
，２
４
７
億
３
６
６
万
４
，０
０
０

円
と
な
り
ま
す
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算

　
夏
季
に
お
け
る
良
好
な
学
習
環
境

を
確
保
す
る
た
め
の
小
学
校
の
音
楽

　
９
月
定
例
会
に
お
い
て
決
算
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
平
成
27
年
度
各
会
計

（
一
般
・
特
別
・
企
業
）
決
算
の
認

定
等
に
つ
い
て
審
査
す
る
た
め
、
10

月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
、
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、

付
託
さ
れ
た
各
会
計
決
算
の
認
定
等

に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
及
び
認
定
し
ま
し
た
。

（
各
会
計
決
算
は
左
記
の
表
参
照
）

答
Answer

問
Question

答
Answer

問
Question

問
Question

答
Answer

答
Answer

問
Question

問
Question

答
Answer

問
Question

答
Answer

答
Answer

答
Answer

問
Question

問
Question

答
Answer

要
request

問
Question

答
Answer

問
Question

室
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
、安
全
で
安
心

な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の
校

舎
や
体
育
館
の
外
壁
落
下
防
止
対
策

事
業
、良
好
な
学
習
環
境
を
確
保
す

る
た
め
の
老
朽
化
が
著
し
い
小
学
校

プ
ー
ル
整
備
事
業
、老
朽
化
し
た
森
田

小
学
校
体
育
館
及
び
給
食
室
の
改
修

を
行
う
森
田
小
学
校
大
規
模
改
修

事
業
、ま
た
、魅
力
あ
る
市
街
地
環
境

の
整
備
を
図
る
た
め
の
具
体
的
な
整

備
方
針
や
手
法
等
を
示
す「
福
井
駅・

城
址
周
辺
地
区
市
街
地
総
合
再
生

計
画
」を
策
定
す
る
市
街
地
総
合
再

生
計
画
策
定
事
業
、ふ
れ
愛
園
の
入

所
者
の
安
全
確
保
の
た
め
の
不
法
侵

入
者
対
策
を
強
化
す
る
ふ
れ
愛
園
防

犯
対
策
事
業
な
ど
に
18
億
７
，９
９
２

万
８
，０
０
０
円
を
計
上
す
る
も
の
で

す
。

○
福
井
市
伊
自
良
館
の
設
置
及
び
管

　
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

　
つ
い
て

　
福
井
市
伊
自
良
館
の
施
設
及
び
利

用
料
金
を
見
直
す
も
の
で
す
。

○
福
井
市
社
会
福
祉
施
設
設
置
条
例

　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
福
井
市
ふ
れ
愛
園
を
民
間
に
移
譲

す
る
も
の
で
す
。

○
福
井
市
農
業
委
員
会
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
の

（単位：円）

会計区分

区　分 収　入 支　出 収　支会 計

歳入決算額 歳出決算額

一　般　会　計

特 

別 

会 

計

下水道
事業

ガス
事業

水道
事業

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

交 通 災 害 共 済

競 輪

簡 易 水 道

宅 地 造 成

中 央 卸 売 市 場

駐 車 場

集 落 排 水

地 域 生 活 排 水

福 井 駅 周 辺 整 備

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

117,816,993,808

28,534,752,318

3,488,668

2,952,939,178

23,061,413,583

2,871,450

9,604,593,611

419,965,563

1,829,441,242

771,276,840

320,855,562

831,782,944

169,333,058

2,285,353,889

188,605,061,714

9,446,980,316

5,263,790,562

3,422,400,183

296,113,193

4,864,500,234

661,698,854

8,805,407,140

7,797,762,062

2,904,125,458

1,004,294,865

4,076,636,940

2,726,268,473

641,573,176

△ 2,533,971,500

518,274,725

△ 708,181,672

787,863,294

△ 2,064,569,619

116,103,789,745

31,193,068,349

3,454,346

2,947,453,278

22,895,540,017

2,871,450

9,445,293,580

419,526,845

1,429,068,788

770,791,369

320,760,392

831,471,556

166,708,750

2,284,945,027

188,814,743,492

平成２７年度 一般会計・特別会計決算総括表

平
成
28
年
度
補
正
予
算

条

　例

人
事
案
件

市
会
案（
議
員
提
出
議
案
）

各
会
計
決
算
の
認
定

12
月
定
例
会

部
会
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
定

め
る
も
の
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員

　
平
成
28
年
12
月
21
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
春
木
伸
一
氏
を
引
き

続
き
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
平
成
28
年
12
月
21
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
勝
田
輝
氏
を
引
き
続

き
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

条
例

○
福
井
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

　
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
議
員
の
期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る

改
定
を
行
う
も
の
で
す
。

意
見
書
の
提
出

　
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣

ほ
か
、
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

○
平
成
30
年
産
を
目
途
と
す
る
生
産

　
調
整
の
見
直
し
等
に
関
す
る
意
見

　
書
に
つ
い
て

○
教
員
の
働
き
方
の
改
善
に
関
す
る

　
意
見
書
に
つ
い
て

○
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ
の

　
加
入
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

合　　計

（単位：円）

平成２７年度 企業会計決算総括表

決
算
特
別
委
員
会

総
務
委
員
会

経
済
企
業
委
員
会

教
育
民
生
委
員
会

建
設
委
員
会

競
輪
事
業
対
策
特
別
委
員
会

●収益的収支：（料金収入等）－（サービスの提供に必要な経費等）
●資本的収支：（企業債等）－（建設改良費や企業債元金償還金等）
●各企業会計の資本的収支における不足額は、損益勘定留保資金、消費税資本的収支調整額などで
　補てんしています。
●消費税を含む金額です。

各特別委員会、各
常任委員会の委員
長報告から、主な
質疑等の要旨を紹
介します。
（日程順に記載）

委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

今回議決した主な
議案等は次のとお
りです。
議案等の審議結果
は、14～15頁に掲
載しています。

主
な
議
案

主
な
議
案
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ふくいふくい

《
各
総
合
支
所
費
》

　
　
　
合
併
か
ら
10
年
以
上
経
過
し

　
　
　
て
い
る
の
に
、
総
合
支
所
が

あ
る
３
地
区
だ
け
予
算
を
分
け
る
こ

と
は
予
算
執
行
の
上
で
地
区
間
に
不

公
平
が
生
じ
る
の
で
、
本
課
の
予
算

に
集
約
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
現
在
は
、
各
総
合
支
所
管
内

　
　
　
の
市
道
や
河
川
等
の
軽
微
な

維
持
補
修
な
ど
に
柔
軟
に
対
応
す
る

た
め
に
各
総
合
支
所
費
を
設
け
て
い

る
。
今
後
は
、
必
要
に
応
じ
て
予
算

費
目
を
ま
と
め
る
こ
と
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

《
固
定
資
産
税
の
滞
納
繰
越
分
》

　
　
　
今
後
収
入
未
済
額
が
不
納
欠

　
　
　
損
額
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能

性
が
高
い
た
め
、
抜
本
的
な
取
り
組

み
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
回
収
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
相
続
関
連
等
の
案
件
に
早
期

　
　
　
に
対
応
す
る
係
を
新
設
し
た

り
、
長
期
高
額
滞
納
案
件
の
滞
納
整

理
担
当
を
増
員
し
た
り
す
る
な
ど
、

組
織
的
に
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
ま

た
、
特
に
高
齢
者
に
対
し
て
は
相
続

を
含
め
た
相
談
に
乗
り
な
が
ら
納
付

計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、

口
座
振
替
に
よ
る
納
税
の
推
進
に
努

め
て
い
る
。

《
中
央
卸
売
市
場
特
別
会
計
》

福
井
市
中
央
卸
売
市
場
協
会

に
約
２
，３
０
０
万
円
を
負
担

金
と
し
て
支
払
っ
て
い
る
が
、
こ
の

団
体
は
ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
市
場
に
関
連
す
る
全
て
の
業

　
　
　
者
が
費
用
を
拠
出
し
て
こ
の

協
会
を
つ
く
っ
て
お
り
、
主
な
事
業

は
市
場
で
の
取
引
か
ら
生
じ
る
ご
み

の
回
収
処
理
な
ど
を
行
う
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
従
業
員
の
健
康
管
理
事

業
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

《
営
業
成
績
を
上
げ
る
方
策
》

　
　
　
収
益
を
上
げ
る
た
め
に
は
、

　
　
　
本
市
の
記
念
競
輪
に
、
Ｓ
級

Ｓ
班
の
人
気
選
手
に
い
か
に
多
く
出

場
し
て
も
ら
う
か
が
カ
ギ
に
な
る
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
記
念
競
輪
は
年
１
回
の
ビ
ッ

　
　
　
グ
レ
ー
ス
で
あ
る
た
め
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
人
気
選
手
に
出
場

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

Ｊ
Ｋ
Ａ
と
交
渉
し
て
、
出
場
す
る
Ｓ

級
Ｓ
班
の
選
手
を
当
初
予
定
さ
れ
て

い
た
２
人
か
ら
４
人
に
増
や
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

　
　
　
本
市
開
催
の
競
輪
の
車
券
購

　
　
　
入
意
欲
を
高
め
る
電
話
投
票

者
向
け
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

今
年
度
か
ら
新
た
に
車
券
購
入
者
へ

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
と
特
産
品
越

前
ガ
ニ
極
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
た

が
、
そ
の
効
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
今
年
度
の
電
話
投
票
に
よ
る

　
　
　
売
り
上
げ
を
昨
年
度
の
18
億

８
，０
０
０
万
円
か
ら
21
億
円
に
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
た
。
今
年

度
は
速
報
値
で
、20
億
９
，３
０
０
万

円
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
目
標
に
は

少
し
届
か
な
か
っ
た
が
、
一
定
の
効

果
は
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
現
在
、
本
市
の
公
営
競
技
事

　
　
　
務
所
の
組
織
体
制
は
、
他
の

競
輪
施
行
者
へ
の
営
業
の
機
会
を
活

か
せ
る
だ
け
の
十
分
な
人
員
配
置
が

さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
る
が
、
そ
の
点
を
今
後
強
化
し
て

い
く
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
競
輪
事
業
の
経
験
を
積
み
、

　
　
　
営
業
事
情
に
詳
し
い
人
を
配

置
す
る
こ
と
は
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
の
で
、
今
後
、
人
事
担
当
課
と
協

議
し
な
が
ら
、
組
織
体
制
づ
く
り
に

努
め
た
い
。

《
福
井
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
》

　
　
　
扶
養
手
当
の
改
正
の
内
容
は
、

　
　
　
子
に
対
す
る
手
当
額
を
段
階

的
に
引
き
上
げ
て
、
配
偶
者
や
父
母

等
に
対
す
る
手
当
額
を
段
階
的
に
引

き
下
げ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
年
度
ご

と
の
扶
養
手
当
の
総
額
は
ど
う
推
移

し
て
い
く
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
来
年
度
か
ら
の
改
正
に
向
け

　
　
　
た
試
算
で
は
、
本
市
職
員
は

配
偶
者
の
扶
養
手
当
の
支
給
率
は
低

く
、
子
供
の
扶
養
手
当
の
支
給
率
が

高
い
た
め
、
扶
養
手
当
の
総
額
は
若

干
で
あ
る
が
今
後
増
え
て
い
く
と
見

込
ん
で
い
る
。

《
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
東
安
居
団
地
Ｅ
棟
新
築
工
事
）》

　
　
　
市
営
住
宅
の
新
築
、
修
繕
な

　
　
　
ど
長
寿
命
化
も
含
め
た
計
画

が
あ
る
中
で
、
今
後
ま
ち
な
か
に
は

民
間
の
空
き
マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
え
て

い
く
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
借
り
上

げ
て
市
営
住
宅
と
す
る
こ
と
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
今
年
６
月
か
ら
福
井
市
住
宅

　
　
　
問
題
懇
話
会
を
開
催
し
て
お

り
、
そ
の
こ
と
も
含
め
て
そ
こ
で
検

討
し
、
福
井
市
の
住
宅
の
あ
り
方
を

示
し
て
い
き
た
い
。

《
福
井
市
ガ
ラ
ガ
ラ
山
越
前
水
仙
の

里
キ
ャ
ン
プ
場
の
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て
》

　
　
　
指
定
管
理
者
の
選
定
基
準
の

　
　
　
中
に
地
域
連
携
が
あ
り
、
取

り
組
み
内
容
に
も
「
地
域
周
辺
施
設

と
連
携
し
た
旅
行
商
品
の
造
成
」
と

あ
る
が
、
地
域
周
辺
施
設
と
は
具
体

的
に
は
ど
の
施
設
と
連
携
し
て
い
く

の
か
。

　
　
　
越
前
水
仙
の
里
温
泉
波
の
華

　
　
　
や
、
越
前
水
仙
の
里
公
園
と

い
っ
た
公
共
施
設
な
ど
と
連
携
し
て

い
く
。

　
　
　
地
域
に
溶
け
込
ん
で
頼
り
に

　
　
　
さ
れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
、

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

《
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て
（
福

井
市
ふ
れ
愛
園 

児
童
養
護
施
設
）》

　
　
　
移
譲
の
応
募
件
数
は
何
件
あ

　
　
　
っ
た
の
か
。
ま
た
、
移
譲
先

で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
慶
長
会
の
職

員
配
置
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
公
募
に
対
し
て
３
件
の
応
募

　
　
　
が
あ
っ
た
。
社
会
福
祉
法
人

慶
長
会
の
人
員
配
置
計
画
は
、
心
理

療
法
職
員
と
し
て
臨
床
心
理
士
を
配

置
す
る
ほ
か
、栄
養
士
、食
育
指
導
員

等
の
職
員
を
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
一
般
会
計

で
18
億
７
，９
９
２
万
８
，０
０
０
円

を
増
額
す
る
も
の
で
、
補
正
後
の
予

算
額
は
１
，１
４
６
億
８
，８
４
５
万

６
，０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、補
正
後
の
全
会
計
の
予
算
額

は
、２
，２
４
７
億
３
６
６
万
４
，０
０
０

円
と
な
り
ま
す
。

○
一
般
会
計
補
正
予
算

　
夏
季
に
お
け
る
良
好
な
学
習
環
境

を
確
保
す
る
た
め
の
小
学
校
の
音
楽

　
９
月
定
例
会
に
お
い
て
決
算
特
別

委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
平
成
27
年
度
各
会
計

（
一
般
・
特
別
・
企
業
）
決
算
の
認

定
等
に
つ
い
て
審
査
す
る
た
め
、
10

月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
、
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、

付
託
さ
れ
た
各
会
計
決
算
の
認
定
等

に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
及
び
認
定
し
ま
し
た
。

（
各
会
計
決
算
は
左
記
の
表
参
照
）

答
Answer

問
Question

答
Answer

問
Question

問
Question

答
Answer

答
Answer

問
Question

問
Question

答
Answer

問
Question

答
Answer

答
Answer

答
Answer

問
Question

問
Question

答
Answer

要
request

問
Question

答
Answer

問
Question

室
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
、安
全
で
安
心

な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の
校

舎
や
体
育
館
の
外
壁
落
下
防
止
対
策

事
業
、良
好
な
学
習
環
境
を
確
保
す

る
た
め
の
老
朽
化
が
著
し
い
小
学
校

プ
ー
ル
整
備
事
業
、老
朽
化
し
た
森
田

小
学
校
体
育
館
及
び
給
食
室
の
改
修

を
行
う
森
田
小
学
校
大
規
模
改
修

事
業
、ま
た
、魅
力
あ
る
市
街
地
環
境

の
整
備
を
図
る
た
め
の
具
体
的
な
整

備
方
針
や
手
法
等
を
示
す「
福
井
駅・

城
址
周
辺
地
区
市
街
地
総
合
再
生

計
画
」を
策
定
す
る
市
街
地
総
合
再

生
計
画
策
定
事
業
、ふ
れ
愛
園
の
入

所
者
の
安
全
確
保
の
た
め
の
不
法
侵

入
者
対
策
を
強
化
す
る
ふ
れ
愛
園
防

犯
対
策
事
業
な
ど
に
18
億
７
，９
９
２

万
８
，０
０
０
円
を
計
上
す
る
も
の
で

す
。

○
福
井
市
伊
自
良
館
の
設
置
及
び
管

　
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

　
つ
い
て

　
福
井
市
伊
自
良
館
の
施
設
及
び
利

用
料
金
を
見
直
す
も
の
で
す
。

○
福
井
市
社
会
福
祉
施
設
設
置
条
例

　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
福
井
市
ふ
れ
愛
園
を
民
間
に
移
譲

す
る
も
の
で
す
。

○
福
井
市
農
業
委
員
会
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
の

（単位：円）

会計区分

区　分 収　入 支　出 収　支会 計

歳入決算額 歳出決算額

一　般　会　計

特 

別 

会 

計

下水道
事業

ガス
事業

水道
事業

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

交 通 災 害 共 済

競 輪

簡 易 水 道

宅 地 造 成

中 央 卸 売 市 場

駐 車 場

集 落 排 水

地 域 生 活 排 水

福 井 駅 周 辺 整 備

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

117,816,993,808

28,534,752,318

3,488,668

2,952,939,178

23,061,413,583

2,871,450

9,604,593,611

419,965,563

1,829,441,242

771,276,840

320,855,562

831,782,944

169,333,058

2,285,353,889

188,605,061,714

9,446,980,316

5,263,790,562

3,422,400,183

296,113,193

4,864,500,234

661,698,854

8,805,407,140

7,797,762,062

2,904,125,458

1,004,294,865

4,076,636,940

2,726,268,473

641,573,176

△ 2,533,971,500

518,274,725

△ 708,181,672

787,863,294

△ 2,064,569,619

116,103,789,745

31,193,068,349

3,454,346

2,947,453,278

22,895,540,017

2,871,450

9,445,293,580

419,526,845

1,429,068,788

770,791,369

320,760,392

831,471,556

166,708,750

2,284,945,027

188,814,743,492

平成２７年度 一般会計・特別会計決算総括表

平
成
28
年
度
補
正
予
算

条

　例

人
事
案
件

市
会
案（
議
員
提
出
議
案
）

各
会
計
決
算
の
認
定

12
月
定
例
会

部
会
を
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
を
定

め
る
も
の
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員

　
平
成
28
年
12
月
21
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
春
木
伸
一
氏
を
引
き

続
き
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
平
成
28
年
12
月
21
日
を
も
っ
て
任

期
満
了
と
な
る
勝
田
輝
氏
を
引
き
続

き
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

条
例

○
福
井
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、

　
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
議
員
の
期
末
手
当
を
引
き
上
げ
る

改
定
を
行
う
も
の
で
す
。

意
見
書
の
提
出

　
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
意
見
書
を
内
閣
総
理
大
臣

ほ
か
、
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

○
平
成
30
年
産
を
目
途
と
す
る
生
産

　
調
整
の
見
直
し
等
に
関
す
る
意
見

　
書
に
つ
い
て

○
教
員
の
働
き
方
の
改
善
に
関
す
る

　
意
見
書
に
つ
い
て

○
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ
の

　
加
入
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

合　　計

（単位：円）

平成２７年度 企業会計決算総括表

決
算
特
別
委
員
会

総
務
委
員
会

経
済
企
業
委
員
会

教
育
民
生
委
員
会

建
設
委
員
会

競
輪
事
業
対
策
特
別
委
員
会

●収益的収支：（料金収入等）－（サービスの提供に必要な経費等）
●資本的収支：（企業債等）－（建設改良費や企業債元金償還金等）
●各企業会計の資本的収支における不足額は、損益勘定留保資金、消費税資本的収支調整額などで
　補てんしています。
●消費税を含む金額です。

各特別委員会、各
常任委員会の委員
長報告から、主な
質疑等の要旨を紹
介します。
（日程順に記載）

委
員
会
審
査

委
員
会
審
査

今回議決した主な
議案等は次のとお
りです。
議案等の審議結果
は、14～15頁に掲
載しています。

主
な
議
案

主
な
議
案
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一　般　質　問

ふくいふくい

①　堀江　廣海（一真会） ②　水島　秀晃（志政会） ③　吉田　琴一（市民クラブ）

⑦　　矢　修一（市民クラブ）

④　下畑　健二（公明党） ⑤　今村　辰和（一真会） ⑥　野嶋　祐記（志政会）

福
井
市
教
育
に
関
す
る
大
綱
に

つ
い
て

　
先
般
改
定
さ
れ
た
福
井
市
教
育

に
関
す
る
大
綱
は
、
ど
の
よ
う
な

思
い
を
込
め
て
作
成
し
た
の
か
。

ま
た
、
地
域
の
実
情
等
を
ど
う
把

握
、
分
析
し
、
そ
の
結
果
を
ど
う

大
綱
に
反
映
し
た
の
か
。

　
本
市
の
特
色
で
あ
る
学
校
教
育

の
優
れ
た
水
準
を
維
持
し
な
が
ら
、

社
会
教
育
や
家
庭
教
育
な
ど
他
の

分
野
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
れ
る

よ
う
教
育
施
策
の
推
進
が
重
要
と

考
え
、
学
校
教
育
で
は
、
中
学
校

区
教
育
の
取
り
組
み
成
果
を
生
か

し
、
子
供
の
生
き
る
力
を
育
む
た

め
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進

す
る
。
ふ
る
さ
と
教
育
で
は
、
郷

土
の
歴
史
等
を
学
ぶ
こ
と
で
福
井

に
誇
り
を
持
ち
心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
子
供
を
育
む
教
育
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
社
会
教
育
で
は
、
住

民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の

連
帯
感
の
醸
成
に
つ
な
が
る
地
域

活
動
の
支
援
を
推
進
す
る
。

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

空
き
家
・
空
き
店
舗
対
策
に
つ
い
て

　
空
き
家
は
人
口
減
少
、
ま
ち
づ

く
り
、
防
犯
・
防
災
と
い
っ
た
観

点
か
ら
も
対
策
が
急
務
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
現
在
の
取
り
組
み
状

況
と
今
後
の
予
定
は
。

　
利
活
用
が
可
能
な
空
き
家
は
、

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
を
開
設
し
、

所
有
者
に
助
言
を
行
う
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
派
遣
す
る
な
ど
、
登
録
を

推
進
し
て
い
る
。
さ
ら
に
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件

に
は
、
購
入
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対

す
る
補
助
を
行
い
、
利
活
用
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
老
朽
化
で

危
険
な
空
き
家
は
、
所
有
者
等
に

対
し
助
言
・
指
導
を
行
う
と
と
も

に
、
解
体
費
用
の
助
成
も
行
っ
て

い
る
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
は
空
き
家
等

の
実
態
調
査
を
行
い
、
空
家
等
対

策
計
画
を
策
定
し
、
新
た
な
利
活

用
や
発
生
予
防
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
。

一
般
質
問
要
旨

１　教育について
２　まちづくりについて

１　福井市の観光政策について
２　空き家・空き店舗対策について

１　北陸新幹線の福井先行開業に向けた現状と
　　金沢－敦賀間開業に向けた進捗状況について
２　学校トイレの現状と整備促進について
３　災害時マンホールトイレの整備状況と今後の
　　対応について

１　福井市観光振興計画について
２　林業の振興と環境について
３　有害鳥獣の処理について

１　ふるさと納税とクラウドファンディングに
　　ついて
２　国家戦略特区について
３　ハピリン、ハピテラスについて

⑧　西村　公子（日本共産党議員団） ⑨　菅生　敬一（公明党）

１　障がい者福祉政策について
２　高齢者の交通事故対策について
３　待機児童問題について
４　福井市行財政改革指針（素案）について

１　際限ない削減を押しつける年金制度改革関連
　　法案について
２　住まいをめぐる問題と住生活基本計画に対応
　　する市の計画について
３　教員の多忙化の現状と解消に向けた取り組み
　　について
４　児童手当の拡充と申請手続きについて

１　防災・減災対策について
２　福祉政策について
３　ごみステーションの設置について

⑩　池上　優徳（一真会） ⑪　中村　綾菜（市民クラブ） ⑫　瀧波　滋（志政会）

１　保育行政について
２　中山間地域の農業について

１　マラソン大会に日常的に使用する車椅子での
　　一般参加を可能にすることについて
２　福井市教育振興基本計画（素案）について
３　第３次福井市食育推進計画（素案）について
４　福井市第５次男女共同参画基本計画（素案）
　　について

１　福井国体について
２　ふれ愛園の民間移譲について
３　雨水対策について

⑬　八田　一以（一真会） ⑭　奥島　光晴（一真会） ⑮　福野　大輔（一真会）

１　電子自治体の推進について １　中核市移行について
２　スポーツ少年団について
３　食について

１　米飯給食について
２　地域担当職員制度について

⑯　藤田　諭（志政会） ⑰　鈴木　正樹（日本共産党議員団） ⑱　近藤　實（志政会）

㉑　後藤　裕幸（志政会）

１　廃棄物処分の対応について １　消防局のパワハラについて
２　国民健康保険制度の県単位の広域化について
３　ふれ愛園の民間移譲について

１　福井市ガス事業経営戦略（素案）について
２　福井市水道事業経営戦略（素案）について
３　普通会計のプライマリーバランスについて
４　ふるさと納税について
５　企業立地について
６　常勤の特別職職員の給与及び職員の給与に関
　　する条例の一部改正について
７　「結婚や子育てに関する若者への意識啓発」
　　のための冊子を作成することについて

⑲　泉　和弥（一真会） ⑳　伊藤　洋一（志政会）

１　高齢者運転免許自主返納事業について
２　福祉の担い手について
３　介護給付費の増加と介護保険料について
４　福井市地域包括ケアビジョン（案）について

㉒　玉村　正人（市民クラブ）

１　子どもの貧困対策について
２　福井駅東口周辺の整備について

１　友好都市水原市について １　福井市建設工事競争入札参加資格審査申請に
　　ついて
２　除雪計画について
３　市街化調整区域について
４　福井しあわせ元気国体に向けての本市の競技
　　会場について
５　第六次福井市総合計画の評価と第七次福井市
　　総合計画の取り組みについて

当面する諸問題について市の考え方を質問するため、１２月５日から７日までの３日間、
２２人の議員が一般質問を行いました。
※ 議員名の前の番号は質問順、（　）内は会派名、質問内容の掲載は大項目のみです。

（敬称略）

１　地方創生について
２　福井市避難支援プラン・福祉避難所について
３　道路と歩道の除雪について
４　福井市ガス事業の運営形態について

学
校
ト
イ
レ
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
手
洗

い
場
の
整
備
、
教
職
員
数
に
見

合
っ
た
便
器
数
の
確
保
に
つ
い
て

の
本
市
の
見
解
は
。
ま
た
、
教
職

員
ト
イ
レ
が
男
女
共
用
の
学
校
が

３
校
あ
る
が
改
修
の
予
定
は
。

　
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い

て
は
、
洋
式
化
率
の
低
い
学
校
か

ら
順
次
、
個
別
に
整
備
し
て
い
く
。

手
洗
い
場
に
つ
い
て
は
、
給
食
前

後
の
手
洗
い
や
歯
磨
き
の
と
き
に

混
雑
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、
学
校
に
状
況
を
確
認
す
る
。

教
職
員
の
便
器
数
に
つ
い
て
は
学

校
に
状
況
を
確
認
し
、
不
足
が
あ

る
場
合
は
対
策
を
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
教
職
員
ト
イ
レ
が
男
女

共
用
と
な
っ
て
い
る
３
校
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
度
に
解
消
す
る

予
定
で
あ
る
。

回

　
　答

質

　
　問

道
路
除
雪
に
つ
い
て

　
全
国
の
中
で
も
福
井
県
の
道
路

除
雪
体
制
の
維
持
が
厳
し
い
と
の

報
道
が
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の

除
雪
協
力
業
者
の
現
状
は
。

　
ま
た
、
毎
年
５
月
に
除
雪
協
力

業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
意
見
が
あ
っ
た
の
か
。

　
除
雪
協
力
業
者
数
は
、
平
成
23

年
度
か
ら
毎
年
減
少
が
続
い
て
お

り
、
本
年
度
の
業
者
数
は
平
成
23

年
度
と
比
較
し
て
32
社
減
少
し
て

２
４
９
社
で
あ
る
。

　
毎
年
除
雪
業
務
を
委
託
し
て
い

る
業
者
を
対
象
に
、
受
託
に
つ
い

て
の
希
望
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
、
冬
期
間
だ
け
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
た
め
人
員
確
保
が
困

難
で
あ
る
と
の
意
見
や
、
除
雪
機

械
の
老
朽
化
に
困
っ
て
い
る
と
の

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

回

　
　答

質

　
　問

下畑 健二 議
員

公明党

しもばた　けんじ

林
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
林
業
の
活
性
化
の
た
め
に
は
担

い
手
の
育
成
が
非
常
に
大
事
で
あ

る
が
、
林
業
に
携
わ
る
人
の
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
林
業
の
将
来

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う

な
方
針
で
担
い
手
を
育
成
し
て
い

く
の
か
。
ま
た
、
担
い
手
を
育
成

す
る
上
で
の
補
助
な
ど
は
あ
る
の

か
。

　
林
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た

め
、
森
林
所
有
者
の
後
継
者
や
地

域
の
方
へ
の
就
業
の
働
き
か
け
と

併
せ
、
林
業
の
状
況
や
就
業
の
た

め
の
支
援
制
度
等
の
広
報
を
行
い
、

就
業
を
促
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
に

よ
る
新
規
就
業
者
に
は
国
や
県
の

支
援
制
度
に
加
え
て
、
市
独
自
で

２
年
間
を
限
度
と
す
る
年
30
万
円

の
奨
励
金
の
支
援
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
担
い
手
の
育
成
に
つ
な
げ

て
い
る
。 回

　
　答

質

　
　問

堀江 廣海 議
員

一真会

ほりえ　ひろみ

水島 秀晃 議
員

志政会

みずしま　ひであき

吉田 琴一 議
員

市民クラブ

よしだ　きんいち

今村 辰和 議
員

いまむら　しんかず

一真会
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一　般　質　問

ふくいふくい

①　堀江　廣海（一真会） ②　水島　秀晃（志政会） ③　吉田　琴一（市民クラブ）

⑦　　矢　修一（市民クラブ）

④　下畑　健二（公明党） ⑤　今村　辰和（一真会） ⑥　野嶋　祐記（志政会）

福
井
市
教
育
に
関
す
る
大
綱
に

つ
い
て

　
先
般
改
定
さ
れ
た
福
井
市
教
育

に
関
す
る
大
綱
は
、
ど
の
よ
う
な

思
い
を
込
め
て
作
成
し
た
の
か
。

ま
た
、
地
域
の
実
情
等
を
ど
う
把

握
、
分
析
し
、
そ
の
結
果
を
ど
う

大
綱
に
反
映
し
た
の
か
。

　
本
市
の
特
色
で
あ
る
学
校
教
育

の
優
れ
た
水
準
を
維
持
し
な
が
ら
、

社
会
教
育
や
家
庭
教
育
な
ど
他
の

分
野
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
れ
る

よ
う
教
育
施
策
の
推
進
が
重
要
と

考
え
、
学
校
教
育
で
は
、
中
学
校

区
教
育
の
取
り
組
み
成
果
を
生
か

し
、
子
供
の
生
き
る
力
を
育
む
た

め
、
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
推
進

す
る
。
ふ
る
さ
と
教
育
で
は
、
郷

土
の
歴
史
等
を
学
ぶ
こ
と
で
福
井

に
誇
り
を
持
ち
心
豊
か
で
た
く
ま

し
い
子
供
を
育
む
教
育
を
推
進
す

る
。
ま
た
、
社
会
教
育
で
は
、
住

民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の

連
帯
感
の
醸
成
に
つ
な
が
る
地
域

活
動
の
支
援
を
推
進
す
る
。

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

空
き
家
・
空
き
店
舗
対
策
に
つ
い
て

　
空
き
家
は
人
口
減
少
、
ま
ち
づ

く
り
、
防
犯
・
防
災
と
い
っ
た
観

点
か
ら
も
対
策
が
急
務
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
現
在
の
取
り
組
み
状

況
と
今
後
の
予
定
は
。

　
利
活
用
が
可
能
な
空
き
家
は
、

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
を
開
設
し
、

所
有
者
に
助
言
を
行
う
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
派
遣
す
る
な
ど
、
登
録
を

推
進
し
て
い
る
。
さ
ら
に
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件

に
は
、
購
入
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対

す
る
補
助
を
行
い
、
利
活
用
を

図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
老
朽
化
で

危
険
な
空
き
家
は
、
所
有
者
等
に

対
し
助
言
・
指
導
を
行
う
と
と
も

に
、
解
体
費
用
の
助
成
も
行
っ
て

い
る
。

　
平
成
29
年
度
か
ら
は
空
き
家
等

の
実
態
調
査
を
行
い
、
空
家
等
対

策
計
画
を
策
定
し
、
新
た
な
利
活

用
や
発
生
予
防
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
。

一
般
質
問
要
旨

１　教育について
２　まちづくりについて

１　福井市の観光政策について
２　空き家・空き店舗対策について

１　北陸新幹線の福井先行開業に向けた現状と
　　金沢－敦賀間開業に向けた進捗状況について
２　学校トイレの現状と整備促進について
３　災害時マンホールトイレの整備状況と今後の
　　対応について

１　福井市観光振興計画について
２　林業の振興と環境について
３　有害鳥獣の処理について

１　ふるさと納税とクラウドファンディングに
　　ついて
２　国家戦略特区について
３　ハピリン、ハピテラスについて

⑧　西村　公子（日本共産党議員団） ⑨　菅生　敬一（公明党）

１　障がい者福祉政策について
２　高齢者の交通事故対策について
３　待機児童問題について
４　福井市行財政改革指針（素案）について

１　際限ない削減を押しつける年金制度改革関連
　　法案について
２　住まいをめぐる問題と住生活基本計画に対応
　　する市の計画について
３　教員の多忙化の現状と解消に向けた取り組み
　　について
４　児童手当の拡充と申請手続きについて

１　防災・減災対策について
２　福祉政策について
３　ごみステーションの設置について

⑩　池上　優徳（一真会） ⑪　中村　綾菜（市民クラブ） ⑫　瀧波　滋（志政会）

１　保育行政について
２　中山間地域の農業について

１　マラソン大会に日常的に使用する車椅子での
　　一般参加を可能にすることについて
２　福井市教育振興基本計画（素案）について
３　第３次福井市食育推進計画（素案）について
４　福井市第５次男女共同参画基本計画（素案）
　　について

１　福井国体について
２　ふれ愛園の民間移譲について
３　雨水対策について

⑬　八田　一以（一真会） ⑭　奥島　光晴（一真会） ⑮　福野　大輔（一真会）

１　電子自治体の推進について １　中核市移行について
２　スポーツ少年団について
３　食について

１　米飯給食について
２　地域担当職員制度について

⑯　藤田　諭（志政会） ⑰　鈴木　正樹（日本共産党議員団） ⑱　近藤　實（志政会）

㉑　後藤　裕幸（志政会）

１　廃棄物処分の対応について １　消防局のパワハラについて
２　国民健康保険制度の県単位の広域化について
３　ふれ愛園の民間移譲について

１　福井市ガス事業経営戦略（素案）について
２　福井市水道事業経営戦略（素案）について
３　普通会計のプライマリーバランスについて
４　ふるさと納税について
５　企業立地について
６　常勤の特別職職員の給与及び職員の給与に関
　　する条例の一部改正について
７　「結婚や子育てに関する若者への意識啓発」
　　のための冊子を作成することについて

⑲　泉　和弥（一真会） ⑳　伊藤　洋一（志政会）

１　高齢者運転免許自主返納事業について
２　福祉の担い手について
３　介護給付費の増加と介護保険料について
４　福井市地域包括ケアビジョン（案）について

㉒　玉村　正人（市民クラブ）

１　子どもの貧困対策について
２　福井駅東口周辺の整備について

１　友好都市水原市について １　福井市建設工事競争入札参加資格審査申請に
　　ついて
２　除雪計画について
３　市街化調整区域について
４　福井しあわせ元気国体に向けての本市の競技
　　会場について
５　第六次福井市総合計画の評価と第七次福井市
　　総合計画の取り組みについて

当面する諸問題について市の考え方を質問するため、１２月５日から７日までの３日間、
２２人の議員が一般質問を行いました。
※ 議員名の前の番号は質問順、（　）内は会派名、質問内容の掲載は大項目のみです。

（敬称略）

１　地方創生について
２　福井市避難支援プラン・福祉避難所について
３　道路と歩道の除雪について
４　福井市ガス事業の運営形態について

学
校
ト
イ
レ
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

　
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
手
洗

い
場
の
整
備
、
教
職
員
数
に
見

合
っ
た
便
器
数
の
確
保
に
つ
い
て

の
本
市
の
見
解
は
。
ま
た
、
教
職

員
ト
イ
レ
が
男
女
共
用
の
学
校
が

３
校
あ
る
が
改
修
の
予
定
は
。

　
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い

て
は
、
洋
式
化
率
の
低
い
学
校
か

ら
順
次
、
個
別
に
整
備
し
て
い
く
。

手
洗
い
場
に
つ
い
て
は
、
給
食
前

後
の
手
洗
い
や
歯
磨
き
の
と
き
に

混
雑
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た

め
、
学
校
に
状
況
を
確
認
す
る
。

教
職
員
の
便
器
数
に
つ
い
て
は
学

校
に
状
況
を
確
認
し
、
不
足
が
あ

る
場
合
は
対
策
を
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
教
職
員
ト
イ
レ
が
男
女

共
用
と
な
っ
て
い
る
３
校
に
つ
い

て
は
、
平
成
29
年
度
に
解
消
す
る

予
定
で
あ
る
。

回

　
　答

質

　
　問

道
路
除
雪
に
つ
い
て

　
全
国
の
中
で
も
福
井
県
の
道
路

除
雪
体
制
の
維
持
が
厳
し
い
と
の

報
道
が
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
の

除
雪
協
力
業
者
の
現
状
は
。

　
ま
た
、
毎
年
５
月
に
除
雪
協
力

業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
意
見
が
あ
っ
た
の
か
。

　
除
雪
協
力
業
者
数
は
、
平
成
23

年
度
か
ら
毎
年
減
少
が
続
い
て
お

り
、
本
年
度
の
業
者
数
は
平
成
23

年
度
と
比
較
し
て
32
社
減
少
し
て

２
４
９
社
で
あ
る
。

　
毎
年
除
雪
業
務
を
委
託
し
て
い

る
業
者
を
対
象
に
、
受
託
に
つ
い

て
の
希
望
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
、
冬
期
間
だ
け
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
た
め
人
員
確
保
が
困

難
で
あ
る
と
の
意
見
や
、
除
雪
機

械
の
老
朽
化
に
困
っ
て
い
る
と
の

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

回

　
　答

質

　
　問

下畑 健二 議
員

公明党

しもばた　けんじ

林
業
の
振
興
に
つ
い
て

　
林
業
の
活
性
化
の
た
め
に
は
担

い
手
の
育
成
が
非
常
に
大
事
で
あ

る
が
、
林
業
に
携
わ
る
人
の
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
林
業
の
将
来

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う

な
方
針
で
担
い
手
を
育
成
し
て
い

く
の
か
。
ま
た
、
担
い
手
を
育
成

す
る
上
で
の
補
助
な
ど
は
あ
る
の

か
。

　
林
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た

め
、
森
林
所
有
者
の
後
継
者
や
地

域
の
方
へ
の
就
業
の
働
き
か
け
と

併
せ
、
林
業
の
状
況
や
就
業
の
た

め
の
支
援
制
度
等
の
広
報
を
行
い
、

就
業
を
促
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
に

よ
る
新
規
就
業
者
に
は
国
や
県
の

支
援
制
度
に
加
え
て
、
市
独
自
で

２
年
間
を
限
度
と
す
る
年
30
万
円

の
奨
励
金
の
支
援
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
担
い
手
の
育
成
に
つ
な
げ

て
い
る
。 回

　
　答

質

　
　問

堀江 廣海 議
員

一真会

ほりえ　ひろみ

水島 秀晃 議
員

志政会

みずしま　ひであき

吉田 琴一 議
員

市民クラブ

よしだ　きんいち

今村 辰和 議
員

いまむら　しんかず

一真会
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ふくいふくい

高
齢
者
の
交
通
事
故
対
策
に
つ
い
て

　
昨
今
、
高
齢
者
の
重
大
事
故
が

頻
発
し
て
い
る
。
本
市
の
運
転
免

許
自
主
返
納
事
業
は
、
他
市
と
比

べ
て
も
支
援
が
少
な
い
と
感
じ
る

が
、
本
市
の
返
納
者
の
人
数
は
ど

の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
予
算
増
額

や
支
援
の
見
直
し
は
で
き
な
い
か
。

　
今
年
度
の
11
月
末
時
点
で
１
８
３

人
の
方
か
ら
運
転
免
許
自
主
返
納

支
援
制
度
の
申
請
が
あ
り
、年
間
で

は
３
６
０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
支
援
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
支
援
制
度
は
運
転
免
許
を

返
納
さ
れ
た
高
齢
者
に
対
し
て
外

出
を
促
す
き
っ
か
け
作
り
と
し
て

路
線
バ
ス
の
利
用
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
今
後
も
利
便
性
の
高
い
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
。

　
予
算
増
額
に
つ
い
て
は
、
他
の

自
治
体
の
取
り
組
み
を
研
究
し
、

よ
り
効
果
の
高
い
も
の
と
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ふ
れ
愛
園
の
民
間
移
譲
に
つ
い
て

　
本
市
の
福
祉
施
設
で
あ
る
ふ
れ

愛
園
は
、
平
成
29
年
10
月
か
ら
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
児
童
養
護
施
設

は
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
法
人
へ
無

償
譲
渡
さ
れ
る
が
、
そ
の
選
定
の

経
緯
と
移
譲
後
の
防
犯
設
備
の
活

用
法
は
。
ま
た
、
入
居
者
の
生
活

は
移
譲
後
も
安
心
、
安
全
な
も
の

に
な
る
の
か
。

　
福
井
市
ふ
れ
愛
園
の
民
間
移
譲

に
当
た
り
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は

２
法
人
、
児
童
養
護
施
設
は
３
法

人
か
ら
申
請
が
あ
り
、
７
月
の
選

定
委
員
会
で
譲
渡
先
を
選
定
し
た
。

防
犯
設
備
は
、
移
譲
か
ら
施
設
解

体
ま
で
の
期
間
は
譲
渡
先
の
２
法

人
に
無
償
貸
与
し
、
解
体
後
は
、

本
市
の
他
施
設
で
活
用
す
る
予
定

で
あ
る
。
現
在
、
本
市
と
移
譲
先

が
連
携
し
て
引
継
ぎ
作
業
を
行
っ

て
お
り
、
移
譲
後
も
入
居
者
に
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ

う
に
し
て
い
く
。

保
育
行
政
に
つ
い
て

　
２
０
１
５
年
に
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
が
施
行
さ
れ
、
多

く
の
幼
稚
園
、
保
育
園
が
認
定
こ

ど
も
園
に
移
行
し
た
。
制
度
の
見

直
し
や
財
源
問
題
に
よ
り
、
移
行

す
る
ま
で
の
準
備
期
間
が
短
か
っ

た
が
、
事
業
者
に
対
す
る
制
度
や

補
助
金
の
説
明
は
十
分
だ
っ
た
の

か
。

　
平
成
26
年
度
に
、
市
内
全
て
の

保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
及
び
幼

稚
園
を
対
象
に
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
の
施
行
に
向
け
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
公
定
価
格
、
運
営
費

請
求
手
続
き
等
の
制
度
全
般
に
わ

た
る
内
容
で
説
明
会
を
開
催
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
新
制
度
移
行
園
を
対

象
と
し
た
説
明
会
も
開
催
し
た
。

　
昨
年
度
及
び
今
年
度
も
新
制
度

移
行
園
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催

し
て
お
り
、
今
後
も
制
度
や
補
助

金
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
、
情
報
提
供
や
問
い
合

わ
せ
へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に

つ
い
て

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
ど
の
自
治
会
で
も
大

変
苦
労
し
て
い
る
が
、
地
域
住
民

の
思
い
が
市
側
に
き
ち
ん
と
伝

わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
一

緒
に
考
え
る
姿
勢
を
示
し
、
場
合

に
よ
っ
て
は
規
制
の
緩
和
も
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
自
治
会
に
対
し
て
は
、
行
政
嘱

託
員
研
修
会
で
丁
寧
に
説
明
を
行

う
と
と
も
に
、
環
境
美
化
地
区
推

進
員
を
通
し
て
自
治
会
の
意
向
を

聞
き
取
る
な
ど
、
今
後
も
で
き
る

限
り
相
談
に
対
応
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
空
き
地
や
共
用
地
が
な

い
こ
と
で
常
設
ボ
ッ
ク
ス
が
設
置

で
き
な
い
自
治
会
に
対
し
て
は
、

折
り
た
た
み
式
等
の
移
動
ボ
ッ
ク

ス
が
、
道
路
法
上
も
道
路
の
一
時

的
な
使
用
に
あ
た
り
、
設
置
が
可

能
と
な
る
た
め
、
補
助
金
を
活
用

し
た
取
り
替
え
を
勧
め
て
い
る
。

回

　
　答

質

　
　問

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、本
市
は

今
年
度
返
礼
品
の
内
容
等
の
見
直

し
を
行
っ
た
が
、現
在
の
受
入
状
況

を
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
ど
う
か
。

　
寄
附
金
の
使
途
の
明
確
化
や
具

体
的
に
選
択
で
き
る
事
業
の
充
実

な
ど
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、全
国
的
な
返
礼
品
競
争
の

状
況
を
本
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
既

に
昨
年
度
の
１
年
間
を
上
回
っ
て

お
り
、
11
月
現
在
で
１
８
６
件
、

１
，４
５
９
万
６
千
円
と
な
っ
て
い

る
。な
お
、昨
年
同
月
と
比
較
す
る

と
、１
３
４
件
の
増
、１
，０
２
６

万
５
千
円
の
増
収
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
本
市
で
は
子
育

て
や
教
育
環
境
の
充
実
な
ど
４
つ

の
使
途
と
、
そ
の
中
の
具
体
的
な

事
業
を
示
し
な
が
ら
寄
附
の
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
返
礼
品
競
争
に
つ
い
て

は
、
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

回

　
　答

質

　
　問

教
員
の
長
時
間
勤
務
、
多
忙
化

に
対
す
る
実
効
力
あ
る
解
消
策

の
取
り
組
み
を
求
め
る

　
県
教
育
委
員
会
が
５
月
に
行
っ

た
教
員
の
勤
務
実
態
調
査
で
、
中

学
校
で
平
均
11
時
間
34
分
な
ど
多

忙
化
の
現
状
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

が
、
平
均
時
間
を
上
回
っ
た
小
・

中
学
校
は
何
校
あ
っ
た
の
か
。
多

忙
化
の
具
体
的
な
要
因
と
改
善
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
ま
た
、
教
員
の
要
求
は
少
人
数

学
級
の
推
進
や
教
員
配
置
を
ふ
や

す
こ
と
だ
が
、
市
の
考
え
は
。

　
市
の
平
均
勤
務
時
間
が
県
平
均

を
上
回
っ
た
の
は
、
小
・
中
学
校

と
も
４
校
あ
っ
た
。
多
忙
化
の
要

因
は
、
教
職
員
が
学
校
教
育
活
動

以
外
に
、
多
様
な
役
割
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
あ
る
。
少
人
数
学
級

の
推
進
や
教
職
員
定
数
、
加
配
定

数
を
ふ
や
す
こ
と
は
、
多
忙
化
解

消
の
効
果
が
期
待
さ
れ
、
今
後
も

県
や
国
に
要
望
し
て
い
く
ほ
か
、

市
で
も
支
援
員
配
置
の
充
実
に
努

め
る
。

回

　
　答

質

　
　問

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
日
常
的
に
使

用
す
る
車
椅
子
で
の
一
般
参
加

を
可
能
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
現
在
、
県
内
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

で
は
、
一
つ
の
大
会
を
除
き
、
日

常
的
に
使
用
す
る
車
椅
子
で
は
一

般
参
加
が
で
き
な
い
。

　
本
市
が
主
催
・
後
援
・
共
催
す

る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
お
い
て
、
日

常
に
使
用
す
る
車
椅
子
で
の
一
般

参
加
を
可
能
に
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

　
市
街
地
を
走
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会

は
参
加
人
数
が
多
く
、
新
た
に
別

の
コ
ー
ス
を
設
定
す
る
こ
と
が
難

し
い
た
め
、
参
加
者
同
士
の
接
触

や
道
路
の
段
差
に
お
け
る
転
倒
な

ど
の
危
険
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
現
在
本

市
で
は
車
椅
子
で
参
加
で
き
る
マ

ラ
ソ
ン
大
会
は
な
い
が
、
今
後
ス

ポ
ー
ツ
公
園
の
敷
地
内
を
走
る
フ

ァ
ミ
リ
ー
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
の
よ
う

な
大
会
に
、
車
椅
子
利
用
の
家
族

が
参
加
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

回

　
　答

質

　
　問

電
子
自
治
体
の
推
進
に
つ
い
て

　
今
年
度
策
定
さ
れ
た
第
二
次
福

井
市
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
そ

の
柱
の
一
つ
に
、
電
子
自
治
体
の

推
進
を
挙
げ
て
い
る
。
近
い
将
来
、

電
子
自
治
体
の
標
準
的
な
ス
タ
イ

ル
は
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
な
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
自

治
体
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
取
り
組
み
の

現
状
と
見
解
は
。

　
現
在
、
本
市
で
は
自
治
体
ク
ラ

ウ
ド
を
導
入
し
て
い
な
い
。

　
今
後
は
、
平
成
32
年
度
に
予
定

し
て
い
る
次
期
シ
ス
テ
ム
の
更
改

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
自
治
体
ク
ラ

ウ
ド
の
導
入
に
つ
い
て
、Ｉ
Ｔ
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
者
を
交
え

て
検
討
を
行
い
、
今
年
度
末
ま
で

に
方
針
を
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て

　
先
般
、
福
井
市
教
育
振
興
基
本

計
画
（
素
案
）
が
発
表
さ
れ
た
が
、

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
加

入
状
況
は
本
市
全
児
童
の
約
15
％

と
、
少
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

　「
子
ど
も
は
加
入
し
た
い
が
、

送
迎
で
き
な
い
の
で
加
入
さ
せ
て

や
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
の
保

護
者
か
ら
の
声
が
あ
る
が
、
行
政

と
し
て
、
希
望
す
る
児
童
は
全
員

加
入
で
き
る
よ
う
支
援
が
で
き
な

い
か
、
チ
ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト

で
臨
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
保
護
者
送
迎
の
加
入
条
件
が
、

共
働
き
な
ど
の
家
庭
状
況
に
よ
り

加
入
へ
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
団
体
に
対
し
て

加
入
条
件
の
再
検
討
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
一
人
で
も
多
く
の

児
童
が
加
入
で
き
る
よ
う
、
各
種

交
流
会
や
研
修
会
の
機
会
を
捉
え
、

各
団
体
を
通
じ
て
保
護
者
同
士
の

協
力
体
制
を
お
願
い
し
て
い
く
。

地
域
担
当
職
員
制
度
に
つ
い
て

　
本
年
度
の
機
構
改
革
の
目
玉
の

一
つ
で
あ
る
地
域
担
当
職
員
は
、

こ
れ
ま
で
各
地
区
で
ど
の
よ
う
な

地
域
参
画
を
し
て
き
た
の
か
。

　
ま
た
、
地
域
担
当
職
員
で
あ
る

か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
市
職
員
が

地
域
貢
献
や
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
の
市
の

考
え
は
。

　
市
が
全
地
区
に
対
し
て
支
援
を

行
う
地
域
の
魅
力
発
信
事
業
の
企

画
会
議
等
に
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と

し
て
参
画
す
る
ほ
か
、
地
区
の
文

化
祭
や
自
治
会
連
合
会
の
会
議
等

に
も
出
席
し
、
地
域
の
方
々
と
議

論
す
る
こ
と
で
課
題
や
問
題
点
の

把
握
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
貢
献
の
意
識
を
持

つ
こ
と
や
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
は
重
要

と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
全
職
員

が
地
域
参
画
へ
の
意
識
を
高
め
て

い
く
よ
う
働
き
か
け
る
。

回

　
　答

質

　
　問

中村 綾菜 議
員

なかむら　あやな

市民クラブ

西村 公子 議
員

にしむら　きみこ

日本共産党議員団

瀧波 滋 議
員

たきなみ　しげる

志政会

福野 大輔 議
員

ふくの　だいすけ

一真会

　矢 修一 議
員

市民クラブ

かたや　しゅういち

池上 優徳 議
員

一真会

いけがみ　まさのり

野嶋 祐記 議
員

志政会

のじま　ゆうき

菅生 敬一 議
員

すごう　けいいち

公明党

八田 一以 議
員

一真会

はった　いちい

奥島 光晴 議
員

おくしま　みつはる

一真会
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高
齢
者
の
交
通
事
故
対
策
に
つ
い
て

　
昨
今
、
高
齢
者
の
重
大
事
故
が

頻
発
し
て
い
る
。
本
市
の
運
転
免

許
自
主
返
納
事
業
は
、
他
市
と
比

べ
て
も
支
援
が
少
な
い
と
感
じ
る

が
、
本
市
の
返
納
者
の
人
数
は
ど

の
く
ら
い
か
。
ま
た
、
予
算
増
額

や
支
援
の
見
直
し
は
で
き
な
い
か
。

　
今
年
度
の
11
月
末
時
点
で
１
８
３

人
の
方
か
ら
運
転
免
許
自
主
返
納

支
援
制
度
の
申
請
が
あ
り
、年
間
で

は
３
６
０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
支
援
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
支
援
制
度
は
運
転
免
許
を

返
納
さ
れ
た
高
齢
者
に
対
し
て
外

出
を
促
す
き
っ
か
け
作
り
と
し
て

路
線
バ
ス
の
利
用
を
促
進
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
今
後
も
利
便
性
の
高
い
公
共

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
。

　
予
算
増
額
に
つ
い
て
は
、
他
の

自
治
体
の
取
り
組
み
を
研
究
し
、

よ
り
効
果
の
高
い
も
の
と
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ふ
れ
愛
園
の
民
間
移
譲
に
つ
い
て

　
本
市
の
福
祉
施
設
で
あ
る
ふ
れ

愛
園
は
、
平
成
29
年
10
月
か
ら
養

護
老
人
ホ
ー
ム
、
児
童
養
護
施
設

は
そ
れ
ぞ
れ
社
会
福
祉
法
人
へ
無

償
譲
渡
さ
れ
る
が
、
そ
の
選
定
の

経
緯
と
移
譲
後
の
防
犯
設
備
の
活

用
法
は
。
ま
た
、
入
居
者
の
生
活

は
移
譲
後
も
安
心
、
安
全
な
も
の

に
な
る
の
か
。

　
福
井
市
ふ
れ
愛
園
の
民
間
移
譲

に
当
た
り
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は

２
法
人
、
児
童
養
護
施
設
は
３
法

人
か
ら
申
請
が
あ
り
、
７
月
の
選

定
委
員
会
で
譲
渡
先
を
選
定
し
た
。

防
犯
設
備
は
、
移
譲
か
ら
施
設
解

体
ま
で
の
期
間
は
譲
渡
先
の
２
法

人
に
無
償
貸
与
し
、
解
体
後
は
、

本
市
の
他
施
設
で
活
用
す
る
予
定

で
あ
る
。
現
在
、
本
市
と
移
譲
先

が
連
携
し
て
引
継
ぎ
作
業
を
行
っ

て
お
り
、
移
譲
後
も
入
居
者
に
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ

う
に
し
て
い
く
。

保
育
行
政
に
つ
い
て

　
２
０
１
５
年
に
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
が
施
行
さ
れ
、
多

く
の
幼
稚
園
、
保
育
園
が
認
定
こ

ど
も
園
に
移
行
し
た
。
制
度
の
見

直
し
や
財
源
問
題
に
よ
り
、
移
行

す
る
ま
で
の
準
備
期
間
が
短
か
っ

た
が
、
事
業
者
に
対
す
る
制
度
や

補
助
金
の
説
明
は
十
分
だ
っ
た
の

か
。

　
平
成
26
年
度
に
、
市
内
全
て
の

保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
及
び
幼

稚
園
を
対
象
に
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
の
施
行
に
向
け
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
公
定
価
格
、
運
営
費

請
求
手
続
き
等
の
制
度
全
般
に
わ

た
る
内
容
で
説
明
会
を
開
催
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
新
制
度
移
行
園
を
対

象
と
し
た
説
明
会
も
開
催
し
た
。

　
昨
年
度
及
び
今
年
度
も
新
制
度

移
行
園
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催

し
て
お
り
、
今
後
も
制
度
や
補
助

金
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
、
情
報
提
供
や
問
い
合

わ
せ
へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に

つ
い
て

　
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
ど
の
自
治
会
で
も
大

変
苦
労
し
て
い
る
が
、
地
域
住
民

の
思
い
が
市
側
に
き
ち
ん
と
伝

わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
一

緒
に
考
え
る
姿
勢
を
示
し
、
場
合

に
よ
っ
て
は
規
制
の
緩
和
も
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
自
治
会
に
対
し
て
は
、
行
政
嘱

託
員
研
修
会
で
丁
寧
に
説
明
を
行

う
と
と
も
に
、
環
境
美
化
地
区
推

進
員
を
通
し
て
自
治
会
の
意
向
を

聞
き
取
る
な
ど
、
今
後
も
で
き
る

限
り
相
談
に
対
応
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
空
き
地
や
共
用
地
が
な

い
こ
と
で
常
設
ボ
ッ
ク
ス
が
設
置

で
き
な
い
自
治
会
に
対
し
て
は
、

折
り
た
た
み
式
等
の
移
動
ボ
ッ
ク

ス
が
、
道
路
法
上
も
道
路
の
一
時

的
な
使
用
に
あ
た
り
、
設
置
が
可

能
と
な
る
た
め
、
補
助
金
を
活
用

し
た
取
り
替
え
を
勧
め
て
い
る
。

回

　
　答

質

　
　問

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、本
市
は

今
年
度
返
礼
品
の
内
容
等
の
見
直

し
を
行
っ
た
が
、現
在
の
受
入
状
況

を
昨
年
度
と
比
較
す
る
と
ど
う
か
。

　
寄
附
金
の
使
途
の
明
確
化
や
具

体
的
に
選
択
で
き
る
事
業
の
充
実

な
ど
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、全
国
的
な
返
礼
品
競
争
の

状
況
を
本
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

　
今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
既

に
昨
年
度
の
１
年
間
を
上
回
っ
て

お
り
、
11
月
現
在
で
１
８
６
件
、

１
，４
５
９
万
６
千
円
と
な
っ
て
い

る
。な
お
、昨
年
同
月
と
比
較
す
る

と
、１
３
４
件
の
増
、１
，０
２
６

万
５
千
円
の
増
収
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
本
市
で
は
子
育

て
や
教
育
環
境
の
充
実
な
ど
４
つ

の
使
途
と
、
そ
の
中
の
具
体
的
な

事
業
を
示
し
な
が
ら
寄
附
の
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
返
礼
品
競
争
に
つ
い
て

は
、
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

回

　
　答

質

　
　問

教
員
の
長
時
間
勤
務
、
多
忙
化

に
対
す
る
実
効
力
あ
る
解
消
策

の
取
り
組
み
を
求
め
る

　
県
教
育
委
員
会
が
５
月
に
行
っ

た
教
員
の
勤
務
実
態
調
査
で
、
中

学
校
で
平
均
11
時
間
34
分
な
ど
多

忙
化
の
現
状
が
明
ら
か
に
さ
れ
た

が
、
平
均
時
間
を
上
回
っ
た
小
・

中
学
校
は
何
校
あ
っ
た
の
か
。
多

忙
化
の
具
体
的
な
要
因
と
改
善
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　
ま
た
、
教
員
の
要
求
は
少
人
数

学
級
の
推
進
や
教
員
配
置
を
ふ
や

す
こ
と
だ
が
、
市
の
考
え
は
。

　
市
の
平
均
勤
務
時
間
が
県
平
均

を
上
回
っ
た
の
は
、
小
・
中
学
校

と
も
４
校
あ
っ
た
。
多
忙
化
の
要

因
は
、
教
職
員
が
学
校
教
育
活
動

以
外
に
、
多
様
な
役
割
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
あ
る
。
少
人
数
学
級

の
推
進
や
教
職
員
定
数
、
加
配
定

数
を
ふ
や
す
こ
と
は
、
多
忙
化
解

消
の
効
果
が
期
待
さ
れ
、
今
後
も

県
や
国
に
要
望
し
て
い
く
ほ
か
、

市
で
も
支
援
員
配
置
の
充
実
に
努

め
る
。

回

　
　答

質

　
　問

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
日
常
的
に
使

用
す
る
車
椅
子
で
の
一
般
参
加

を
可
能
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
現
在
、
県
内
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

で
は
、
一
つ
の
大
会
を
除
き
、
日

常
的
に
使
用
す
る
車
椅
子
で
は
一

般
参
加
が
で
き
な
い
。

　
本
市
が
主
催
・
後
援
・
共
催
す

る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
お
い
て
、
日

常
に
使
用
す
る
車
椅
子
で
の
一
般

参
加
を
可
能
に
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
見
解
は
。

　
市
街
地
を
走
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会

は
参
加
人
数
が
多
く
、
新
た
に
別

の
コ
ー
ス
を
設
定
す
る
こ
と
が
難

し
い
た
め
、
参
加
者
同
士
の
接
触

や
道
路
の
段
差
に
お
け
る
転
倒
な

ど
の
危
険
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
様
な
こ
と
か
ら
、
現
在
本

市
で
は
車
椅
子
で
参
加
で
き
る
マ

ラ
ソ
ン
大
会
は
な
い
が
、
今
後
ス

ポ
ー
ツ
公
園
の
敷
地
内
を
走
る
フ

ァ
ミ
リ
ー
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
の
よ
う

な
大
会
に
、
車
椅
子
利
用
の
家
族

が
参
加
で
き
る
よ
う
検
討
す
る
。

回

　
　答

質

　
　問

電
子
自
治
体
の
推
進
に
つ
い
て

　
今
年
度
策
定
さ
れ
た
第
二
次
福

井
市
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
そ

の
柱
の
一
つ
に
、
電
子
自
治
体
の

推
進
を
挙
げ
て
い
る
。
近
い
将
来
、

電
子
自
治
体
の
標
準
的
な
ス
タ
イ

ル
は
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
な
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
自

治
体
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
取
り
組
み
の

現
状
と
見
解
は
。

　
現
在
、
本
市
で
は
自
治
体
ク
ラ

ウ
ド
を
導
入
し
て
い
な
い
。

　
今
後
は
、
平
成
32
年
度
に
予
定

し
て
い
る
次
期
シ
ス
テ
ム
の
更
改

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
自
治
体
ク
ラ

ウ
ド
の
導
入
に
つ
い
て
、Ｉ
Ｔ
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
者
を
交
え

て
検
討
を
行
い
、
今
年
度
末
ま
で

に
方
針
を
決
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て

　
先
般
、
福
井
市
教
育
振
興
基
本

計
画
（
素
案
）
が
発
表
さ
れ
た
が
、

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
加

入
状
況
は
本
市
全
児
童
の
約
15
％

と
、
少
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

　「
子
ど
も
は
加
入
し
た
い
が
、

送
迎
で
き
な
い
の
で
加
入
さ
せ
て

や
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
の
保

護
者
か
ら
の
声
が
あ
る
が
、
行
政

と
し
て
、
希
望
す
る
児
童
は
全
員

加
入
で
き
る
よ
う
支
援
が
で
き
な

い
か
、
チ
ル
ド
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
ト

で
臨
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
保
護
者
送
迎
の
加
入
条
件
が
、

共
働
き
な
ど
の
家
庭
状
況
に
よ
り

加
入
へ
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
団
体
に
対
し
て

加
入
条
件
の
再
検
討
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
一
人
で
も
多
く
の

児
童
が
加
入
で
き
る
よ
う
、
各
種

交
流
会
や
研
修
会
の
機
会
を
捉
え
、

各
団
体
を
通
じ
て
保
護
者
同
士
の

協
力
体
制
を
お
願
い
し
て
い
く
。

地
域
担
当
職
員
制
度
に
つ
い
て

　
本
年
度
の
機
構
改
革
の
目
玉
の

一
つ
で
あ
る
地
域
担
当
職
員
は
、

こ
れ
ま
で
各
地
区
で
ど
の
よ
う
な

地
域
参
画
を
し
て
き
た
の
か
。

　
ま
た
、
地
域
担
当
職
員
で
あ
る

か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
市
職
員
が

地
域
貢
献
や
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
の
市
の

考
え
は
。

　
市
が
全
地
区
に
対
し
て
支
援
を

行
う
地
域
の
魅
力
発
信
事
業
の
企

画
会
議
等
に
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と

し
て
参
画
す
る
ほ
か
、
地
区
の
文

化
祭
や
自
治
会
連
合
会
の
会
議
等

に
も
出
席
し
、
地
域
の
方
々
と
議

論
す
る
こ
と
で
課
題
や
問
題
点
の

把
握
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
域
貢
献
の
意
識
を
持

つ
こ
と
や
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
は
重
要

と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
全
職
員

が
地
域
参
画
へ
の
意
識
を
高
め
て

い
く
よ
う
働
き
か
け
る
。

回

　
　答

質

　
　問

中村 綾菜 議
員

なかむら　あやな

市民クラブ

西村 公子 議
員

にしむら　きみこ

日本共産党議員団

瀧波 滋 議
員

たきなみ　しげる

志政会

福野 大輔 議
員

ふくの　だいすけ

一真会

　矢 修一 議
員

市民クラブ

かたや　しゅういち

池上 優徳 議
員

一真会

いけがみ　まさのり

野嶋 祐記 議
員

志政会

のじま　ゆうき

菅生 敬一 議
員

すごう　けいいち

公明党

八田 一以 議
員

一真会

はった　いちい

奥島 光晴 議
員

おくしま　みつはる

一真会
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ふくいふくい

友
好
都
市
水
原
市
に
つ
い
て

　
本
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
韓
国

の
水
原
市
が
、
水
原
市
の
姉
妹
都

市
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル

ク
市
に
従
軍
慰
安
婦
像
を
寄
贈
し

よ
う
と
し
た
件
で
、
市
長
は
水
原

市
訪
問
を
中
止
し
た
が
、
今
後
友

好
関
係
を
続
け
る
の
は
困
難
で
は

な
い
か
。

　
国
際
交
流
は
お
互
い
の
市
民
が

主
体
と
な
っ
て
様
々
な
交
流
を
培

っ
て
い
く
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、

そ
の
基
礎
と
な
る
姉
妹
友
好
都
市

交
流
は
、
多
少
の
困
難
が
あ
っ
て

も
基
本
的
に
は
継
続
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
、
水
原
市
長
が
フ
ラ
イ
ブ

ル
ク
市
に
慰
安
婦
像
を
建
て
る
提

案
を
し
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で

あ
り
、
親
書
に
よ
り
そ
の
旨
を
水

原
市
長
に
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の

件
の
み
を
も
っ
て
友
好
都
市
提
携

を
解
消
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

廃
棄
物
処
分
の
対
応
に
つ
い
て

　
民
間
最
終
処
分
場
の
建
設
に
対

す
る
周
辺
住
民
の
考
え
や
、
設
置

に
向
け
た
住
民
へ
の
説
明
の
必
要

性
の
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
本
市
の
今
後
の
取
り

組
み
は
。

　
県
の
指
導
要
綱
は
、
最
終
処
分

場
予
定
地
の
自
治
会
と
、
最
終
処

分
場
の
設
置
を
周
知
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
と
認
め
る
地
域
に
対

し
て
、
事
業
者
に
住
民
説
明
会
の

開
催
を
義
務
付
け
て
い
る
。

　
設
置
予
定
地
の
下
流
域
住
民
の

中
に
は
生
活
環
境
の
保
全
な
ど
に

不
安
を
感
じ
る
方
が
い
る
こ
と
か

ら
、
本
市
は
今
後
も
県
及
び
事
業

者
に
住
民
の
不
安
払
拭
に
向
け
た

誠
意
あ
る
対
応
を
求
め
て
い
く
。

医
療
・
福
祉
分
野
で
働
く
職
員

の
不
足
に
つ
い
て

　
本
市
は
医
療
機
関
や
介
護
・
福

祉
施
設
等
が
多
く
充
実
し
て
お
り
、

働
く
場
の
選
択
肢
は
多
い
が
、
人

材
が
不
足
し
て
い
る
。
若
い
人
材

が
定
着
で
き
る
よ
う
な
支
援
、
施

策
は
な
い
か
。

　
労
働
者
が
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
職
場
環
境
を
改
善
す

る
市
内
中
小
企
業
の
取
り
組
み
を

重
点
的
に
支
援
し
て
お
り
、
労
働

時
間
の
縮
減
や
育
児
・
介
護
休
業

の
取
得
促
進
等
に
取
り
組
む
企
業

に
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い

る
。
ま
た
、
雇
用
の
安
定
化
を
図

る
た
め
、
若
者
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
を
正
規
雇
用
し
た
企
業
に
、
奨

励
金
や
助
成
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
は
、
医
療
・
福

祉
分
野
に
限
定
し
た
制
度
で
は
な

い
が
、
労
働
環
境
の
改
善
と
正
規

雇
用
化
が
若
い
人
材
を
定
着
さ
せ

る
た
め
、
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

　
来
年
度
以
降
、
主
要
な
施
策
の

成
果
報
告
書
及
び
一
般
会
計
・
特

別
会
計
決
算
審
査
意
見
書
に
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
達
成
状
況

に
つ
い
て
記
述
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
財

政
の
健
全
性
を
表
す
基
本
的
な
指

標
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
要
な
施

策
の
成
果
報
告
書
に
記
載
す
る
方

向
で
対
応
す
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
決
算
審
査
意

見
書
に
は
財
政
状
況
を
表
す
指
標

と
し
て
、
財
政
力
指
数
、
経
常
収

支
比
率
、
公
債
費
率
、
実
質
収
支

比
率
な
ど
を
記
載
し
て
き
た
が
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
も
重
要

な
指
標
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
、
そ
の
分
析
及
び
監
査
委

員
の
意
見
の
表
明
に
つ
い
て
、
監

査
委
員
会
議
に
お
い
て
十
分
協
議

し
た
上
で
決
定
す
る
。

消
防
局
の
パ
ワ
ハ
ラ
の
再
発
防

止
の
た
め
に
実
態
調
査
を

　
11
月
に
報
道
さ
れ
た
消
防
局
に

お
け
る
暴
力
行
為
や
全
裸
強
要
の

パ
ワ
ハ
ラ
は
、
被
害
者
の
心
を
傷

つ
け
る
も
の
で
許
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
徹
底
し
た
再
発
防
止
策
を

実
施
す
る
た
め
に
消
防
局
の
職
員

全
員
を
対
象
と
し
た
、
実
態
を
調

べ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
昨
年
の
調
査
で
は
訓
練
指
導
と

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し
っ
か

り
区
分
し
理
解
で
き
る
職
員
と
し

て
消
防
司
令
補
以
上
を
対
象
と
し

た
。
仮
に
全
職
員
を
対
象
に
実
施

し
た
と
し
て
も
そ
の
区
分
が
で
き

な
い
こ
と
か
ら
正
確
な
調
査
回
答

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
今
回
の
事
案
を
踏
ま

え
、
安
全
衛
生
室
の
協
力
を
得
て
、

全
消
防
職
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
今
後
二
度
と
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

ポ
ス
ト
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
本
格
的
に
生

産
、
販
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

本
市
は
福
井
の
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
等

の
戦
略
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
国
か
ら
の
生
産
数
量
目
標
の

　
　
　
配
分
が
な
く
な
っ
て
も
、
県

や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
需
給
調
整

を
行
い
な
が
ら
、
美
味
し
い
米
で
あ

る
ポ
ス
ト
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
差
別
化
し

て
販
売
し
て
い
く
戦
略
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

●
福
井
国
体

　
　
　子
ど
も
達
の
学
校
観
戦
に
つ

　
　
　い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。
ま
た
、
観
戦
以
外
に
子
ど
も

達
は
国
体
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
く
の
か
。

　
　
　
学
校
観
戦
に
つ
い
て
は
、
小

　
　
　
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
、

中
学
校
全
学
年
を
対
象
に
、
学
校
あ

る
い
は
学
年
単
位
で
の
観
戦
を
考
え

て
い
る
。
来
年
度
に
競
技
や
日
時
等

の
希
望
を
調
査
し
、
で
き
る
だ
け
希

望
に
沿
っ
た
観
戦
が
で
き
る
よ
う
に

調
整
す
る
。

　
ま
た
、
観
戦
以
外
で
の
子
ど
も

達
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
や

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
お
け
る
花
の
育

成
、
応
援
の
ぼ
り
旗
の
作
製
等
で
関

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
の
現

　
状
と
将
来

　
　
　本
市
で
の
大
規
模
コ
ン
ベ
ン

　
　
　シ
ョ
ン
の
開
催
に
は
会
場
の

規
模
や
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
等
の
周
辺

施
設
に
関
す
る
課
題
が
あ
る
と
思
え

る
が
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
全
体
会
議
を
福
井
市
体
育
館

　
　
　
で
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ
で
開
催
す
る
な

ど
、
会
場
は
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ

ザ
と
併
せ
て
福
井
市
体
育
館
を
活
用

し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
今
後
は
北
陸
新
幹
線
福
井

開
業
に
向
け
て
、Ｊ
Ｒ
福
井
駅
周
辺

の
ホ
テ
ル
や
公
共
施
設
が
連
携
す
る

こ
と
で
、
本
市
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

機
能
を
高
め
、
誘
致
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
。

●
福
井
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出

　
　
　今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　マ
ッ
ピ
ン
グ
は
ど
の
よ
う
な

内
容
で
行
う
の
か
。

　
　
　
子
ど
も
サ
ン
タ
の
大
冒
険
を

　
　
　
テ
ー
マ
に
、
福
井
市
の
魅
力

を
朝
倉
ゆ
め
ま
る
と
一
緒
に
巡
る
ス

ト
ー
リ
ー
で
、
12
月
21
日
か
ら
23
日

及
び
25
日
の
４
日
間
、
１
日
４
回
、

１
回
当
た
り
約
15
分
間
、
ハ
ピ
テ
ラ

ス
北
側
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
活
用
し
投

影
を
行
う
。
立
体
的
な
映
像
、
迫
力

の
あ
る
音
響
、
特
殊
効
果
を
お
客
様

に
体
験
し
て
も
ら
え
る
内
容
に
な
っ

て
い
る
。

●
福
井
市
の
農
業
活
性
化

　
　
　平
成
30
年
度
に
国
に
よ
る
米

　
　
　の
生
産
数
量
目
標
の
配
分
が

な
く
な
る
の
と
時
を
同
じ
く
し
て
、

本
県
で
は
先
ご
ろ
報
道
発
表
さ
れ
た

問
Question

問
Question

問
Question

問
Question

答
Answer

答
Answer

答
Answer

答
Answer

藤田 諭 議
員

ふじた　さとし

志政会

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

一
真
会

見
谷
喜
代
三
　
　泉
　
　和
弥

田
中
　義
乃
　
　池
上
　優
徳

福
野
　大
輔

加
藤
　貞
信
　
　野
嶋
　祐
記

伊
藤
　洋
一
　
　後
藤
　裕
幸

瀧
波
　滋

志
政
会

玉村 正人 議
員

たまむら　まさと

市民クラブ

福
井
市
建
設
工
事
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て

　
福
井
市
の
発
注
す
る
工
事
等
に

新
規
で
入
札
に
参
加
す
る
場
合
の

入
札
参
加
資
格
要
件
の
中
に
、
建

設
業
法
の
許
可
を
受
け
て
か
ら
、

継
続
し
て
３
年
以
上
建
設
業
を
営

む
者
で
、
２
年
又
は
３
年
平
均
の

完
成
工
事
高
が
５
０
０
万
円
以
上

あ
り
、
か
つ
、
そ
の
建
設
工
事
の

許
可
を
受
け
て
か
ら
継
続
し
て
３

年
以
上
経
過
し
て
い
る
も
の
に
限

る
と
あ
る
。
こ
れ
は
条
件
が
厳
し

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
要

件
の
根
拠
は
何
か
。

　
入
札
参
加
資
格
審
査
要
件
を
設

け
て
い
る
の
は
、
本
市
発
注
工
事

に
お
け
る
品
質
確
保
の
た
め
に
も

業
者
の
施
工
能
力
、
施
工
実
績
等

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

　
ま
た
、
実
体
の
伴
わ
な
い
、
い

わ
ゆ
る
ペ
ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
を

排
除
す
る
上
で
も
有
効
と
考
え
て

い
る
。

子
ど
も
を
貧
困
か
ら
救
う
た
め

の
施
策
に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
お
け
る

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
に
寄
せ

ら
れ
る
相
談
内
容
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
。

　
平
成
27
年
度
は
８
９
６
件
、
平

成
28
年
度
は
11
月
末
現
在
で
、
９

７
１
件
の
相
談
を
受
け
て
い
る
。

主
な
相
談
内
容
は
、
経
済
的
支
援

等
が
３
２
６
件
、
就
労
が
１
９
５

件
、
児
童
の
教
育
等
が
１
４
１
件
、

借
金
が
79
件
、
病
気
等
が
67
件
と

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
相
談
の

内
容
に
応
じ
た
支
援
制
度
を
紹
介

し
て
い
る
。

　
必
要
な
場
合
に
は
、
弁
護
士
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
専
門
的
に
取
り

扱
っ
て
い
る
機
関
に
迅
速
か
つ
的

確
に
つ
な
げ
て
お
り
、
手
続
き
等

が
複
雑
・
困
難
な
場
合
に
は
、
相

談
員
が
随
行
す
る
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
る
。

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

近藤 實 議
員

志政会

こんどう　みのる

鈴木 正樹 議
員

すすき　しょうじゅ

日本共産党議員団

伊藤 洋一 議
員

いとう　よういち

志政会

泉 和弥 議
員

いずみ　かずや

一真会

後藤 裕幸 議
員

ごとう　ひろゆき

志政会

各会派における主
な質疑内容を紹介
します。

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
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ふくいふくい

友
好
都
市
水
原
市
に
つ
い
て

　
本
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
韓
国

の
水
原
市
が
、
水
原
市
の
姉
妹
都

市
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
フ
ラ
イ
ブ
ル

ク
市
に
従
軍
慰
安
婦
像
を
寄
贈
し

よ
う
と
し
た
件
で
、
市
長
は
水
原

市
訪
問
を
中
止
し
た
が
、
今
後
友

好
関
係
を
続
け
る
の
は
困
難
で
は

な
い
か
。

　
国
際
交
流
は
お
互
い
の
市
民
が

主
体
と
な
っ
て
様
々
な
交
流
を
培

っ
て
い
く
べ
き
も
の
で
は
あ
る
が
、

そ
の
基
礎
と
な
る
姉
妹
友
好
都
市

交
流
は
、
多
少
の
困
難
が
あ
っ
て

も
基
本
的
に
は
継
続
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
回
、
水
原
市
長
が
フ
ラ
イ
ブ

ル
ク
市
に
慰
安
婦
像
を
建
て
る
提

案
を
し
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で

あ
り
、
親
書
に
よ
り
そ
の
旨
を
水

原
市
長
に
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の

件
の
み
を
も
っ
て
友
好
都
市
提
携

を
解
消
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。

廃
棄
物
処
分
の
対
応
に
つ
い
て

　
民
間
最
終
処
分
場
の
建
設
に
対

す
る
周
辺
住
民
の
考
え
や
、
設
置

に
向
け
た
住
民
へ
の
説
明
の
必
要

性
の
基
準
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
本
市
の
今
後
の
取
り

組
み
は
。

　
県
の
指
導
要
綱
は
、
最
終
処
分

場
予
定
地
の
自
治
会
と
、
最
終
処

分
場
の
設
置
を
周
知
す
る
こ
と
が

適
当
で
あ
る
と
認
め
る
地
域
に
対

し
て
、
事
業
者
に
住
民
説
明
会
の

開
催
を
義
務
付
け
て
い
る
。

　
設
置
予
定
地
の
下
流
域
住
民
の

中
に
は
生
活
環
境
の
保
全
な
ど
に

不
安
を
感
じ
る
方
が
い
る
こ
と
か

ら
、
本
市
は
今
後
も
県
及
び
事
業

者
に
住
民
の
不
安
払
拭
に
向
け
た

誠
意
あ
る
対
応
を
求
め
て
い
く
。

医
療
・
福
祉
分
野
で
働
く
職
員

の
不
足
に
つ
い
て

　
本
市
は
医
療
機
関
や
介
護
・
福

祉
施
設
等
が
多
く
充
実
し
て
お
り
、

働
く
場
の
選
択
肢
は
多
い
が
、
人

材
が
不
足
し
て
い
る
。
若
い
人
材

が
定
着
で
き
る
よ
う
な
支
援
、
施

策
は
な
い
か
。

　
労
働
者
が
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
職
場
環
境
を
改
善
す

る
市
内
中
小
企
業
の
取
り
組
み
を

重
点
的
に
支
援
し
て
お
り
、
労
働

時
間
の
縮
減
や
育
児
・
介
護
休
業

の
取
得
促
進
等
に
取
り
組
む
企
業

に
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い

る
。
ま
た
、
雇
用
の
安
定
化
を
図

る
た
め
、
若
者
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
を
正
規
雇
用
し
た
企
業
に
、
奨

励
金
や
助
成
金
を
交
付
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
支
援
は
、
医
療
・
福

祉
分
野
に
限
定
し
た
制
度
で
は
な

い
が
、
労
働
環
境
の
改
善
と
正
規

雇
用
化
が
若
い
人
材
を
定
着
さ
せ

る
た
め
、
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

　
来
年
度
以
降
、
主
要
な
施
策
の

成
果
報
告
書
及
び
一
般
会
計
・
特

別
会
計
決
算
審
査
意
見
書
に
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
達
成
状
況

に
つ
い
て
記
述
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
財

政
の
健
全
性
を
表
す
基
本
的
な
指

標
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
要
な
施

策
の
成
果
報
告
書
に
記
載
す
る
方

向
で
対
応
す
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
決
算
審
査
意

見
書
に
は
財
政
状
況
を
表
す
指
標

と
し
て
、
財
政
力
指
数
、
経
常
収

支
比
率
、
公
債
費
率
、
実
質
収
支

比
率
な
ど
を
記
載
し
て
き
た
が
、

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
も
重
要

な
指
標
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
は
、
そ
の
分
析
及
び
監
査
委

員
の
意
見
の
表
明
に
つ
い
て
、
監

査
委
員
会
議
に
お
い
て
十
分
協
議

し
た
上
で
決
定
す
る
。

消
防
局
の
パ
ワ
ハ
ラ
の
再
発
防

止
の
た
め
に
実
態
調
査
を

　
11
月
に
報
道
さ
れ
た
消
防
局
に

お
け
る
暴
力
行
為
や
全
裸
強
要
の

パ
ワ
ハ
ラ
は
、
被
害
者
の
心
を
傷

つ
け
る
も
の
で
許
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
徹
底
し
た
再
発
防
止
策
を

実
施
す
る
た
め
に
消
防
局
の
職
員

全
員
を
対
象
と
し
た
、
実
態
を
調

べ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
昨
年
の
調
査
で
は
訓
練
指
導
と

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
し
っ
か

り
区
分
し
理
解
で
き
る
職
員
と
し

て
消
防
司
令
補
以
上
を
対
象
と
し

た
。
仮
に
全
職
員
を
対
象
に
実
施

し
た
と
し
て
も
そ
の
区
分
が
で
き

な
い
こ
と
か
ら
正
確
な
調
査
回
答

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
今
回
の
事
案
を
踏
ま

え
、
安
全
衛
生
室
の
協
力
を
得
て
、

全
消
防
職
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
今
後
二
度
と
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

ポ
ス
ト
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
本
格
的
に
生

産
、
販
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、

本
市
は
福
井
の
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
等

の
戦
略
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
国
か
ら
の
生
産
数
量
目
標
の

　
　
　
配
分
が
な
く
な
っ
て
も
、
県

や
関
係
団
体
と
連
携
し
て
需
給
調
整

を
行
い
な
が
ら
、
美
味
し
い
米
で
あ

る
ポ
ス
ト
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
差
別
化
し

て
販
売
し
て
い
く
戦
略
が
必
要
だ
と

考
え
て
い
る
。

●
福
井
国
体

　
　
　子
ど
も
達
の
学
校
観
戦
に
つ

　
　
　い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。
ま
た
、
観
戦
以
外
に
子
ど
も

達
は
国
体
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
く
の
か
。

　
　
　
学
校
観
戦
に
つ
い
て
は
、
小

　
　
　
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
、

中
学
校
全
学
年
を
対
象
に
、
学
校
あ

る
い
は
学
年
単
位
で
の
観
戦
を
考
え

て
い
る
。
来
年
度
に
競
技
や
日
時
等

の
希
望
を
調
査
し
、
で
き
る
だ
け
希

望
に
沿
っ
た
観
戦
が
で
き
る
よ
う
に

調
整
す
る
。

　
ま
た
、
観
戦
以
外
で
の
子
ど
も

達
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
や

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
お
け
る
花
の
育

成
、
応
援
の
ぼ
り
旗
の
作
製
等
で
関

わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
の
現

　
状
と
将
来

　
　
　本
市
で
の
大
規
模
コ
ン
ベ
ン

　
　
　シ
ョ
ン
の
開
催
に
は
会
場
の

規
模
や
ホ
テ
ル
、
飲
食
店
等
の
周
辺

施
設
に
関
す
る
課
題
が
あ
る
と
思
え

る
が
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
全
体
会
議
を
福
井
市
体
育
館

　
　
　
で
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ザ
で
開
催
す
る
な

ど
、
会
場
は
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ

ザ
と
併
せ
て
福
井
市
体
育
館
を
活
用

し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
今
後
は
北
陸
新
幹
線
福
井

開
業
に
向
け
て
、Ｊ
Ｒ
福
井
駅
周
辺

の
ホ
テ
ル
や
公
共
施
設
が
連
携
す
る

こ
と
で
、
本
市
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

機
能
を
高
め
、
誘
致
活
動
を
展
開
し

て
い
き
た
い
。

●
福
井
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出

　
　
　今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

　
　
　マ
ッ
ピ
ン
グ
は
ど
の
よ
う
な

内
容
で
行
う
の
か
。

　
　
　
子
ど
も
サ
ン
タ
の
大
冒
険
を

　
　
　
テ
ー
マ
に
、
福
井
市
の
魅
力

を
朝
倉
ゆ
め
ま
る
と
一
緒
に
巡
る
ス

ト
ー
リ
ー
で
、
12
月
21
日
か
ら
23
日

及
び
25
日
の
４
日
間
、
１
日
４
回
、

１
回
当
た
り
約
15
分
間
、
ハ
ピ
テ
ラ

ス
北
側
の
ス
ク
リ
ー
ン
を
活
用
し
投

影
を
行
う
。
立
体
的
な
映
像
、
迫
力

の
あ
る
音
響
、
特
殊
効
果
を
お
客
様

に
体
験
し
て
も
ら
え
る
内
容
に
な
っ

て
い
る
。

●
福
井
市
の
農
業
活
性
化

　
　
　平
成
30
年
度
に
国
に
よ
る
米

　
　
　の
生
産
数
量
目
標
の
配
分
が

な
く
な
る
の
と
時
を
同
じ
く
し
て
、

本
県
で
は
先
ご
ろ
報
道
発
表
さ
れ
た

問
Question

問
Question

問
Question

問
Question

答
Answer

答
Answer

答
Answer

答
Answer

藤田 諭 議
員

ふじた　さとし

志政会

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

一
真
会

見
谷
喜
代
三
　
　泉
　
　和
弥

田
中
　義
乃
　
　池
上
　優
徳

福
野
　大
輔

加
藤
　貞
信
　
　野
嶋
　祐
記

伊
藤
　洋
一
　
　後
藤
　裕
幸

瀧
波
　滋

志
政
会

玉村 正人 議
員

たまむら　まさと

市民クラブ

福
井
市
建
設
工
事
競
争
入
札
参

加
資
格
審
査
申
請
に
つ
い
て

　
福
井
市
の
発
注
す
る
工
事
等
に

新
規
で
入
札
に
参
加
す
る
場
合
の

入
札
参
加
資
格
要
件
の
中
に
、
建

設
業
法
の
許
可
を
受
け
て
か
ら
、

継
続
し
て
３
年
以
上
建
設
業
を
営

む
者
で
、
２
年
又
は
３
年
平
均
の

完
成
工
事
高
が
５
０
０
万
円
以
上

あ
り
、
か
つ
、
そ
の
建
設
工
事
の

許
可
を
受
け
て
か
ら
継
続
し
て
３

年
以
上
経
過
し
て
い
る
も
の
に
限

る
と
あ
る
。
こ
れ
は
条
件
が
厳
し

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
要

件
の
根
拠
は
何
か
。

　
入
札
参
加
資
格
審
査
要
件
を
設

け
て
い
る
の
は
、
本
市
発
注
工
事

に
お
け
る
品
質
確
保
の
た
め
に
も

業
者
の
施
工
能
力
、
施
工
実
績
等

を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。

　
ま
た
、
実
体
の
伴
わ
な
い
、
い

わ
ゆ
る
ペ
ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
を

排
除
す
る
上
で
も
有
効
と
考
え
て

い
る
。

子
ど
も
を
貧
困
か
ら
救
う
た
め

の
施
策
に
つ
い
て

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
お
け
る

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
に
寄
せ

ら
れ
る
相
談
内
容
に
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
る
の
か
。

　
平
成
27
年
度
は
８
９
６
件
、
平

成
28
年
度
は
11
月
末
現
在
で
、
９

７
１
件
の
相
談
を
受
け
て
い
る
。

主
な
相
談
内
容
は
、
経
済
的
支
援

等
が
３
２
６
件
、
就
労
が
１
９
５

件
、
児
童
の
教
育
等
が
１
４
１
件
、

借
金
が
79
件
、
病
気
等
が
67
件
と

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
相
談
の

内
容
に
応
じ
た
支
援
制
度
を
紹
介

し
て
い
る
。

　
必
要
な
場
合
に
は
、
弁
護
士
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
専
門
的
に
取
り

扱
っ
て
い
る
機
関
に
迅
速
か
つ
的

確
に
つ
な
げ
て
お
り
、
手
続
き
等

が
複
雑
・
困
難
な
場
合
に
は
、
相

談
員
が
随
行
す
る
な
ど
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
い
る
。

回

　
　答

質

　
　問

回

　
　答

質

　
　問

近藤 實 議
員

志政会

こんどう　みのる

鈴木 正樹 議
員

すすき　しょうじゅ

日本共産党議員団

伊藤 洋一 議
員

いとう　よういち

志政会

泉 和弥 議
員

いずみ　かずや

一真会

後藤 裕幸 議
員

ごとう　ひろゆき

志政会

各会派における主
な質疑内容を紹介
します。

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
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ふくいふくい

（賛否状況は下部に掲載）

12月定例会議会日誌 （平成28年10月～12月）

下
畑
　健
二

公
明
党

第 ８０ 号議案
第 ８１ 号議案
第 ８２ 号議案
第 ８３ 号議案
第 ８４ 号議案
第 ８５ 号議案
第 ８６ 号議案
第 ８７ 号議案
第 ８８ 号議案
第 ８９ 号議案
第 ９０ 号議案
第 ９１ 号議案
第 ９２ 号議案
第 ９３ 号議案
第 ９４ 号議案
第 ９５ 号議案
第 ９６ 号議案
第 ９７ 号議案
第 ９８ 号議案
第 ９９ 号議案
第１００号議案
第１０１号議案
第１０２号議案
第１０３号議案
第１０４号議案
第１０５号議案
第１０６号議案
第１０７号議案
第１０８号議案
第１０９号議案
第１１０号議案
第１１１号議案
第１１２号議案
第１１３号議案
第１１４号議案
第１１５号議案
第１１６号議案
第１１７号議案

11 月 29 日
〃
〃
〃

12 月 20 日
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

認定
原案可決及び認定

認定
原案可決及び認定

原案可決
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

同意
〃

原案可決

●
●
●
●
●

●
●
●
●

●

●
●

●
●
●
●

●

議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否が分かれた議案
（賛否状況は15 頁に掲載）

平成２７年度福井市各会計歳入歳出決算の認定について
平成２７年度福井市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
平成２７年度福井市ガス事業会計決算の認定について
平成２７年度福井市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
平成２８年度福井市一般会計補正予算
平成２８年度福井市国民健康保険特別会計補正予算
平成２８年度福井市後期高齢者医療特別会計補正予算
平成２８年度福井市介護保険特別会計補正予算
平成２８年度福井市競輪特別会計補正予算
平成２８年度福井市簡易水道特別会計補正予算
平成２８年度福井市宅地造成特別会計補正予算
平成２８年度福井市中央卸売市場特別会計補正予算
平成２８年度福井市集落排水特別会計補正予算
平成２８年度福井市地域生活排水特別会計補正予算
平成２８年度福井市福井駅周辺整備特別会計補正予算
平成２８年度福井市下水道事業会計補正予算
平成２８年度福井市ガス事業会計補正予算
平成２８年度福井市水道事業会計補正予算
福井市非常勤の特別職職員の報酬等に関する条例の一部改正について
福井市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正について
福井市職員の給与に関する条例等の一部改正について
職員の退職手当に関する条例の一部改正について
福井市伊自良館の設置及び管理に関する条例の一部改正について
福井市市税賦課徴収条例等の一部改正について
福井市社会福祉施設設置条例の一部改正について
福井市市税賦課徴収条例の一部改正について
福井市ガス供給条例及び福井市簡易ガス供給条例の一部改正について
福井市農業委員会に関する条例の一部改正について
工事請負契約の締結について（東安居団地Ｅ棟新築工事）
福井市伊自良館の指定管理者の指定について
福井市聖苑の指定管理者の指定について
福井市ガラガラ山越前水仙の里キャンプ場の指定管理者の指定について
財産の無償譲渡について（福井市ふれ愛園　養護老人ホーム）
財産の無償譲渡について（福井市ふれ愛園　児童養護施設）
福井市と坂井市との境界変更について
教育委員会委員の任命について
固定資産評価審査委員会委員の選任について
平成２８年度福井市一般会計補正予算

11月29日
30日

12月  5日
  6日
  7日
  8日
  9日
14日
15日
16日
20日

本会議
議会運営委員会
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
総務委員会、建設委員会
教育民生委員会、経済企業委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
議会運営委員会
議員全員協議会、本会議

決算特別委員会（～ 4 日）
全国競輪主催地議会議長会役員会（東京都）
福井県市議会議長会中央要望活動（東京都）
福井県市議会議長会県要望活動
北信越市議会議長会理事会、評議員会（松本市）
議会運営委員会
全国競輪主催地議会議長会役員会、第１１９回臨時総会（松阪市）
第２回定例福井県市町総合事務組合議会
第４１回福井県自治会館組合議会定例会
福井県後期高齢者医療広域連合事務組合議会定例会
全国市議会議長会第２０５回理事会・第１０１回評議員会（東京都）
第２８回都道府県庁所在都市議長会定期総会 ( 盛岡市）
競輪事業対策特別委員会
議員全員協議会、議会運営委員会
福井坂井地区広域市町村圏事務組合議会全員協議会、第１６７回定例会（あわら市）

10月  3日
  6日
17日
21日
25日
26日
27日

11月  2日

  9日
10日
21日
22日
28日

●
ふ
れ
愛
園
の
児
童
養
護
施
設

　
　
　ふ
れ
愛
園
を
民
間
移
譲
し
た

　
　
　後
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に
運

営
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　移
譲
先
の
法
人
と
の
間
で
定

　
　
　期
的
に
連
絡
会
を
開
催
す
る

こ
と
で
運
営
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
連
絡
会
の
定
期
的

な
開
催
に
つ
い
て
は
移
譲
先
の
法
人

と
既
に
合
意
し
て
お
り
、
今
後
は
開

催
方
法
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

く
。

●
道
路
下
の
空
洞
調
査

　
　
　本
市
が
現
在
策
定
し
て
い
る

　
　
　国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
中

に
道
路
下
の
空
洞
調
査
と
補
修
を
明

記
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
　国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
つ

　
　
　い
て
は
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
、
大
規
模
自
然
災
害
が
も

た
ら
す
最
悪
の
事
態
の
設
定
や
そ
の

最
悪
の
事
態
を
回
避
す
る
た
め
の
現

問
Question

問
Question

問
Question

答
Answer

答
Answer

答
Answer

吉
田
　琴
一
　
　中
村
　綾
菜

村
田
　耕
一

市
民
ク
ラ
ブ

状
の
施
策
に
問
題
が
あ
る
か
ど
う
か

の
評
価
、
及
び
そ
の
対
策
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度
末
ま

で
に
素
案
を
作
成
す
る
予
定
で
あ

る
。
道
路
下
の
空
洞
調
査
等
の
記
載

に
つ
い
て
は
、
道
路
の
ほ
か
、
橋
梁

等
も
含
め
た
全
体
の
安
全
対
策
の
中

で
の
優
先
順
位
や
費
用
対
効
果
を
考

慮
し
た
上
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
事
業
経
営
戦
略
（
素
案
）
と

　そ
の
料
金
値
上
げ

　
　
　本
市
の
地
盤
が
ゆ
る
い
と
い

　
　
　う
土
地
の
特
性
上
、
水
道
管

の
耐
震
化
率
は
全
国
的
に
比
べ
て
低

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

市
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道

管
の
耐
震
化
を
進
め
る
上
で
、
投
資

的
経
費
を
削
減
す
る
た
め
に
、
国
や

県
に
補
助
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
取

り
組
み
を
強
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　毎
年
、
国
及
び
県
に
対
し
て

　
　
　耐
震
化
事
業
に
か
か
る
制
度

の
拡
充
、
補
助
率
の
引
き
上
げ
、
ま
た

採
択
基
準
の
緩
和
措
置
を
要
望
し
て

お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
要
望
し
て
い

き
た
い
。

鈴
木
　正
樹

日
本
共
産
党
議
員
団

（12月定例会）

請願第  ８  号
請願第  ９  号
陳情第  ４  号
陳情第  ５  号

１２月２０日
〃
〃
〃

不採択
採択

不採択
採択

請願・陳情番号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果

請願・陳情の審議結果

政府への農業者戸別所得補償制度の復活を求めることについて
平成３０年産を目途とする生産調整の見直し等に関することについて
所得税法第５６条の廃止を求める意見書提出について
教員の働き方の改善に関する意見書提出について

※原則議長（皆川信正）は採決に加わりません。

　第 ８０ 号議案
　第 ８１ 号議案
　第 ８２ 号議案
　第 ８３ 号議案
　第 ８４ 号議案
　第 ９７ 号議案
　第 ９８ 号議案
　第 ９９ 号議案
　第100号議案
　第104号議案
　第107号議案
　第108号議案
　第110号議案
　第111号議案
　第112号議案
　第113号議案
　第117号議案
　市会案第 8 号
　市会案第10号
　市会案第11号

　請願第  ８  号
　請願第  ９  号
　陳情第  ４  号

認定
原案可決及び認定

認定
原案可決及び認定

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
不採択
採択

不採択

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反

反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反
反

反
反

賛否が分かれた議案等一覧 賛 …賛成 反 …反対

志政会一真会

審議

結果
議案
番号

会派名
議員名

公明党
日　本
共産党
議員団

市民クラブ

鈴
木

　正
樹

西
村

　公
子

菅
生

　敬
一

島
川

　由
美
子

下
畑

　健
二

村
田

　耕
一

　矢

　修
一

玉
村

　正
人

中
村

　綾
菜

堀
川

　秀
樹

吉
田

　琴
一

近
藤

　實

瀧
波

　滋

水
島

　秀
晃

後
藤

　裕
幸

藤
田

　諭

伊
藤

　洋
一

野
嶋

　祐
記

青
木

　幹
雄

石
丸

　浜
夫

加
藤

　貞
信

福
野

　大
輔

池
上

　優
徳

八
田

　一
以

田
中

　義
乃

泉

　
　和
弥

谷
本

　忠
士

奥
島

　光
晴

堀
江

　廣
海

今
村

　辰
和

見
谷

　喜
代
三

皆
川

　信
正

賛否の分かれた議案
（賛否状況は下部に掲載）

●
●
●

（12月定例会） 議案等の審議結果

第 ３０ 号報告
第 ３１ 号報告
第 ３２ 号報告
市会案第 ８ 号
市会案第 ９ 号
市会案第１０号
市会案第１１号

11 月 29 日
〃

12 月 20 日
〃
〃
〃
〃

受理
〃

承認
原案可決

〃
〃
〃

●

●
●

議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否が分かれた議案
（賛否状況は下部に掲載）

専決処分の報告について（和解及び損害賠償額の決定について）
専決処分の報告について（工事請負契約の変更について）
専決処分の承認を求めることについて（福井市国見岳森林公園の指定管理者の指定について）
平成３０年産を目途とする生産調整の見直し等に関する意見書について
教員の働き方の改善に関する意見書について
福井市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について
地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書について

15 No.204 No.204 14



ふくいふくい

（賛否状況は下部に掲載）

12月定例会議会日誌 （平成28年10月～12月）

下
畑
　健
二

公
明
党

第 ８０ 号議案
第 ８１ 号議案
第 ８２ 号議案
第 ８３ 号議案
第 ８４ 号議案
第 ８５ 号議案
第 ８６ 号議案
第 ８７ 号議案
第 ８８ 号議案
第 ８９ 号議案
第 ９０ 号議案
第 ９１ 号議案
第 ９２ 号議案
第 ９３ 号議案
第 ９４ 号議案
第 ９５ 号議案
第 ９６ 号議案
第 ９７ 号議案
第 ９８ 号議案
第 ９９ 号議案
第１００号議案
第１０１号議案
第１０２号議案
第１０３号議案
第１０４号議案
第１０５号議案
第１０６号議案
第１０７号議案
第１０８号議案
第１０９号議案
第１１０号議案
第１１１号議案
第１１２号議案
第１１３号議案
第１１４号議案
第１１５号議案
第１１６号議案
第１１７号議案

11 月 29 日
〃
〃
〃

12 月 20 日
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

認定
原案可決及び認定

認定
原案可決及び認定

原案可決
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

同意
〃

原案可決

●
●
●
●
●

●
●
●
●

●

●
●

●
●
●
●

●

議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否が分かれた議案
（賛否状況は15 頁に掲載）

平成２７年度福井市各会計歳入歳出決算の認定について
平成２７年度福井市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
平成２７年度福井市ガス事業会計決算の認定について
平成２７年度福井市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について
平成２８年度福井市一般会計補正予算
平成２８年度福井市国民健康保険特別会計補正予算
平成２８年度福井市後期高齢者医療特別会計補正予算
平成２８年度福井市介護保険特別会計補正予算
平成２８年度福井市競輪特別会計補正予算
平成２８年度福井市簡易水道特別会計補正予算
平成２８年度福井市宅地造成特別会計補正予算
平成２８年度福井市中央卸売市場特別会計補正予算
平成２８年度福井市集落排水特別会計補正予算
平成２８年度福井市地域生活排水特別会計補正予算
平成２８年度福井市福井駅周辺整備特別会計補正予算
平成２８年度福井市下水道事業会計補正予算
平成２８年度福井市ガス事業会計補正予算
平成２８年度福井市水道事業会計補正予算
福井市非常勤の特別職職員の報酬等に関する条例の一部改正について
福井市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一部改正について
福井市職員の給与に関する条例等の一部改正について
職員の退職手当に関する条例の一部改正について
福井市伊自良館の設置及び管理に関する条例の一部改正について
福井市市税賦課徴収条例等の一部改正について
福井市社会福祉施設設置条例の一部改正について
福井市市税賦課徴収条例の一部改正について
福井市ガス供給条例及び福井市簡易ガス供給条例の一部改正について
福井市農業委員会に関する条例の一部改正について
工事請負契約の締結について（東安居団地Ｅ棟新築工事）
福井市伊自良館の指定管理者の指定について
福井市聖苑の指定管理者の指定について
福井市ガラガラ山越前水仙の里キャンプ場の指定管理者の指定について
財産の無償譲渡について（福井市ふれ愛園　養護老人ホーム）
財産の無償譲渡について（福井市ふれ愛園　児童養護施設）
福井市と坂井市との境界変更について
教育委員会委員の任命について
固定資産評価審査委員会委員の選任について
平成２８年度福井市一般会計補正予算

11月29日
30日

12月  5日
  6日
  7日
  8日
  9日
14日
15日
16日
20日

本会議
議会運営委員会
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
総務委員会、建設委員会
教育民生委員会、経済企業委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
議会運営委員会
議員全員協議会、本会議

決算特別委員会（～ 4 日）
全国競輪主催地議会議長会役員会（東京都）
福井県市議会議長会中央要望活動（東京都）
福井県市議会議長会県要望活動
北信越市議会議長会理事会、評議員会（松本市）
議会運営委員会
全国競輪主催地議会議長会役員会、第１１９回臨時総会（松阪市）
第２回定例福井県市町総合事務組合議会
第４１回福井県自治会館組合議会定例会
福井県後期高齢者医療広域連合事務組合議会定例会
全国市議会議長会第２０５回理事会・第１０１回評議員会（東京都）
第２８回都道府県庁所在都市議長会定期総会 ( 盛岡市）
競輪事業対策特別委員会
議員全員協議会、議会運営委員会
福井坂井地区広域市町村圏事務組合議会全員協議会、第１６７回定例会（あわら市）

10月  3日
  6日
17日
21日
25日
26日
27日

11月  2日

  9日
10日
21日
22日
28日

●
ふ
れ
愛
園
の
児
童
養
護
施
設

　
　
　ふ
れ
愛
園
を
民
間
移
譲
し
た

　
　
　後
、
本
市
は
ど
の
よ
う
に
運

営
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　移
譲
先
の
法
人
と
の
間
で
定

　
　
　期
的
に
連
絡
会
を
開
催
す
る

こ
と
で
運
営
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
連
絡
会
の
定
期
的

な
開
催
に
つ
い
て
は
移
譲
先
の
法
人

と
既
に
合
意
し
て
お
り
、
今
後
は
開

催
方
法
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
い

く
。

●
道
路
下
の
空
洞
調
査

　
　
　本
市
が
現
在
策
定
し
て
い
る

　
　
　国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
中

に
道
路
下
の
空
洞
調
査
と
補
修
を
明

記
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
　国
土
強
靭
化
地
域
計
画
に
つ

　
　
　い
て
は
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
基
づ
き
、
大
規
模
自
然
災
害
が
も

た
ら
す
最
悪
の
事
態
の
設
定
や
そ
の

最
悪
の
事
態
を
回
避
す
る
た
め
の
現

問
Question

問
Question

問
Question

答
Answer

答
Answer

答
Answer

吉
田
　琴
一
　
　中
村
　綾
菜

村
田
　耕
一

市
民
ク
ラ
ブ

状
の
施
策
に
問
題
が
あ
る
か
ど
う
か

の
評
価
、
及
び
そ
の
対
策
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
お
り
、
今
年
度
末
ま

で
に
素
案
を
作
成
す
る
予
定
で
あ

る
。
道
路
下
の
空
洞
調
査
等
の
記
載

に
つ
い
て
は
、
道
路
の
ほ
か
、
橋
梁

等
も
含
め
た
全
体
の
安
全
対
策
の
中

で
の
優
先
順
位
や
費
用
対
効
果
を
考

慮
し
た
上
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

●
事
業
経
営
戦
略
（
素
案
）
と

　そ
の
料
金
値
上
げ

　
　
　本
市
の
地
盤
が
ゆ
る
い
と
い

　
　
　う
土
地
の
特
性
上
、
水
道
管

の
耐
震
化
率
は
全
国
的
に
比
べ
て
低

く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

市
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道

管
の
耐
震
化
を
進
め
る
上
で
、
投
資

的
経
費
を
削
減
す
る
た
め
に
、
国
や

県
に
補
助
制
度
の
拡
充
を
求
め
る
取

り
組
み
を
強
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　毎
年
、
国
及
び
県
に
対
し
て

　
　
　耐
震
化
事
業
に
か
か
る
制
度

の
拡
充
、
補
助
率
の
引
き
上
げ
、
ま
た

採
択
基
準
の
緩
和
措
置
を
要
望
し
て

お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
要
望
し
て
い

き
た
い
。

鈴
木
　正
樹

日
本
共
産
党
議
員
団

（12月定例会）

請願第  ８  号
請願第  ９  号
陳情第  ４  号
陳情第  ５  号

１２月２０日
〃
〃
〃

不採択
採択

不採択
採択

請願・陳情番号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果

請願・陳情の審議結果

政府への農業者戸別所得補償制度の復活を求めることについて
平成３０年産を目途とする生産調整の見直し等に関することについて
所得税法第５６条の廃止を求める意見書提出について
教員の働き方の改善に関する意見書提出について

※原則議長（皆川信正）は採決に加わりません。

　第 ８０ 号議案
　第 ８１ 号議案
　第 ８２ 号議案
　第 ８３ 号議案
　第 ８４ 号議案
　第 ９７ 号議案
　第 ９８ 号議案
　第 ９９ 号議案
　第100号議案
　第104号議案
　第107号議案
　第108号議案
　第110号議案
　第111号議案
　第112号議案
　第113号議案
　第117号議案
　市会案第 8 号
　市会案第10号
　市会案第11号

　請願第  ８  号
　請願第  ９  号
　陳情第  ４  号

認定
原案可決及び認定

認定
原案可決及び認定

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
不採択
採択

不採択

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛

賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
賛
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賛
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賛
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賛
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反
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反
反
反
反
反
反
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反
反
反
反
反
反
反
反
反

反
反

賛否が分かれた議案等一覧 賛 …賛成 反 …反対

志政会一真会

審議

結果
議案
番号

会派名
議員名

公明党
日　本
共産党
議員団

市民クラブ

鈴
木

　正
樹

西
村

　公
子

菅
生

　敬
一

島
川

　由
美
子

下
畑

　健
二

村
田

　耕
一

　矢

　修
一

玉
村

　正
人

中
村

　綾
菜

堀
川

　秀
樹

吉
田

　琴
一

近
藤

　實

瀧
波

　滋

水
島

　秀
晃

後
藤

　裕
幸

藤
田

　諭

伊
藤

　洋
一

野
嶋

　祐
記

青
木

　幹
雄

石
丸

　浜
夫

加
藤

　貞
信

福
野

　大
輔

池
上

　優
徳

八
田

　一
以

田
中

　義
乃

泉

　
　和
弥

谷
本

　忠
士

奥
島

　光
晴

堀
江

　廣
海

今
村

　辰
和

見
谷

　喜
代
三

皆
川

　信
正

賛否の分かれた議案
（賛否状況は下部に掲載）

●
●
●

（12月定例会） 議案等の審議結果

第 ３０ 号報告
第 ３１ 号報告
第 ３２ 号報告
市会案第 ８ 号
市会案第 ９ 号
市会案第１０号
市会案第１１号

11 月 29 日
〃

12 月 20 日
〃
〃
〃
〃

受理
〃

承認
原案可決

〃
〃
〃

●

●
●

議 案 番 号 件　　　　　　　　名 審 議 結 果 賛否が分かれた議案
（賛否状況は下部に掲載）

専決処分の報告について（和解及び損害賠償額の決定について）
専決処分の報告について（工事請負契約の変更について）
専決処分の承認を求めることについて（福井市国見岳森林公園の指定管理者の指定について）
平成３０年産を目途とする生産調整の見直し等に関する意見書について
教員の働き方の改善に関する意見書について
福井市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について
地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書について
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　請願・陳情などは、基本的にいつでも提出できますが、年４
回（３・６・９・１２月）開催される定例会で審議されますので、
提出時期等詳細については事前に議会事務局へお問い合わ
せください。

請願・陳情等の提出について

総務・建設・教育民生・経済企業

予算・競輪事業対策

次回は

です。
3月定例会

日程は
ホームページで
掲載中です

（席数：91席　車イス用：６席）

再生紙を
使用しています。

ベジタブルインクを
使用しています。

本会議

常任委員会

傍聴できる会議 議会運営委員会

議員全員協議会

特別委員会なお、本会議、予算特別委員会の模様は、
ケーブルテレビのふくチャンネル１２１ch
で生中継及び録画放送されます。

※議場は席によって温度差があるため、傍聴の際には温度調整ができるような服装で
　お越しいただくことをおすすめします。

傍聴して
みませんか

ふくい

　
12
月
定
例
会
は
繰
り
上
げ
招
集
さ
れ
、
11
月
29
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の
22
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
９
月
定
例
会
に
お
い
て
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平
成
27
年

度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
等
に
か
か
る
議
案
４
件
の
ほ
か
、「
平
成
28
年

度
福
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」
な
ど
市
長
提
出
の
議
案
34
件
、
報
告
３
件
を
審

議
し
た
結
果
、
議
案
は
32
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
２
件
を
認
定
、
２
件
を
可
決

及
び
認
定
、
２
件
を
同
意
、
報
告
は
１
件
を
承
認
、
２
件
を
受
理
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
、
陳
情
に
つ
い
て
は
、
今
回
提
出
さ
れ
た
請
願
２
件
、
陳
情
２
件

を
審
議
し
た
結
果
、
請
願
１
件
、
陳
情
１
件
を
採
択
、
請
願
１
件
、
陳
情
１
件
を

不
採
択
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
、「
福
井
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用

弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」、「
平
成
30
年
産
を

目
途
と
す
る
生
産
調
整
の
見
直
し
等
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て
」、「
教
員
の
働

き
方
の
改
善
に
関
す
る
意
見
書
に
つ
い
て
」
及
び
「
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金

へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
」
の
４
件
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。
な
お
、
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
に
提
出
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
22
人
の
議
員
が
行
い
、
12
月
20
日
、

予
定
し
た
日
程
を
全
部
終
え
閉
会
し
ま
し
た
。

　
12
月
定
例
会
開
会
前
に
議
場
に
お
い
て
、
熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け
た
姉

妹
都
市
の
熊
本
市
が
、
震
災
か
ら
一
日
も
早
く
復
興
す
る
こ
と
を
願
い
、
熊

本
市
を
応
援
す
る
た
め
フ
ル
ー
ト
と
オ
カ
リ
ナ
・
電
子
ピ
ア
ノ
に
よ
る
演
奏

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

議
場
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

平
成
28
年
度
福
井
市
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

　１２月定例会が終わり師
走、正月と慌ただしさが疾

風のごとくの感でありました。
　今回の一般質問では、中心市街地等の活性化、観光
振興、子どもの貧困対策、除雪対策、教員の多忙化解
消など２２人の議員が多面的な視点で臨みました。議
員一人ひとりがこのまちを良くしたいとの思いで、市
民の皆さまのお声をしっかり受け止めながら、これか
らも取り組みを進めてまいります。皆さまの叱咤激励
をよろしくお願いいたします。

（玉村、村田）

　去る11月29日、12月定例会本会議前に、フルート・オ
カリナ奏者の浅川由美さんと、電子ピアノ奏者の竹沢友
里さんをお招きし、心和む、希望が湧いてくる楽曲を演
奏していただきました。

《演奏者の紹介》
　浅川 由美　氏
　福井ライフアカデ
ミーなどで、オカリ
ナ演奏も取り入れた
“心や体にもたらす
音楽の力”について
の講演活動を行い、
国内外で幅広く活躍。

　竹沢 友里　氏
　アンサンブルピアニストとして合唱団、弦楽器、声楽
との共演を重ねておられ、クラシックに留まらず、ジャ
ズ、ポピュラーまで多岐にわたって活躍。

編 集 後 記

常
任
委
員
会
県
外
視
察
報
告…

…
…
…

Ｐ
２
・
３

行
政
視
察
受
入
状
況…

…
…
…
…
…
…

Ｐ
４
・
５

一
般
質
問…

…
…
…
…
…
…
…
…
…

Ｐ
８
〜
Ｐ
13

主な内容

議場コンサートの様子（平成28年11月29日）

議会事務局 庶務課☎０７７６-２０-５５０６お問い合わせ

12月

定
例
会

No.２０４
平成29年2月10日発行

編集／発行
福井市議会だより編集委員会
福井市大手３丁目10番１号
TEL.0776-20-5506

議会報告会を開催します

平成28年に開催した議会報告会の様子

宝永公民館
和田公民館
一光公民館
棗公民館
清水東公民館
森田公民館
社北公民館
宮ノ下公民館
清水南公民館
東郷公民館
春山公民館
六条公民館

４ 月 　５ 日（水）１９：００～
４ 月 　５ 日（水）１９：００～
４ 月 　６ 日（木）１９：００～
４ 月 　６ 日（木）１９：００～
４ 月 　７ 日（金）１９：００～
４ 月 　７ 日（金）１９：００～
４ 月 １１ 日（火）１９：００～
４ 月 １１ 日（火）１９：００～
４ 月 １２ 日（水）１９：００～
４ 月 １２ 日（水）１９：００～
４ 月 １３ 日（木）１９：００～
４ 月 １３ 日（木）１９：００～

平成29年度当初予算や、その他上程された議案に対する審議の経過などについて報告します。
市政全般について、皆さんのご意見をぜひお聞かせください。たくさんの方のご参加をお待ちしております。

と　　　　　　き ところ

※事前の申込は必要ありません。

議場コンサートの開催
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